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安全上のご注意 


このたびは、弊社製品をお買上げいただをありがとラございまず。 

ご使用の前に必ず本「使用説明書」、特にこの「安全上のご注意」と、 
デジタルカメラ本体の「使用説明書」をよくお読みの上、正しくお 
使いください。お読みになったあとは、いつでも見5れるところに 
必ず保管してください。 


■ 表示内容を無視して誤つた使 
いかたをしたとをに生じる危 
害や障害の程度を次の表示で 
説明しています。 


A 警告 


この表示の欄は「死 
t または重傷などを 
負ラ可能性び想定さ 
れる」内容です。 


A 注意 


この表示の欄は「障 
害を負ラ可能性また 
は物的損害のみび発 
生する可能性び想定 
される」内容です。 


■ お守りいただく内容の種類を 
次の絵表示で説明していま 
す。 


A 


G 

〇 


このよラな絵表示は、気を 
つけていたださたい「警告」 
や「注意」の内容です。 


このよラな絵表示は、しては 
いけない「禁止」巧容です。 


このよラな絵表示は、必ず実 
行していただく「強制」内容 
です。 


警告 


^分解や改造は絶対にしない。 
W 水ちれの原因になります。 
分解禁止 


不女走な場巧 I し置かない。 
バランスびくずれて倒れた 
り落下したりして、けびの原 
因にな0ます。 


Q 


Q 指定外のバッテリーを使巧 
しない。 

火災の原因になります。 


Q 




〇 


指定外の方法でバッテリー 
を使用しない。 

バッテ U —は指標に合わせ 
て入れてください。 

バッテリーを分解、加工、加 
熱しない。 

バッテリーを落としたり、衝 
撃を加えない。 

バッテリーをショートさせ 
ない。 

バッテリーを金属製品と一 
緒に保管しない。 
バッテリーを指定充電器 i •ソ 
外で充電しない。 

バッテ U —の破裂•液ちれに 
より、火災•けびの原因にな 
りまず。 

xD - ピクチャーカードは、乳 

幼児に軸れさせない。 
xD - ピクチャーカードは、ル 

さいため乳幼児び誤って飲み 
込む可能性びあります。乳幼 
児の手の届かない場所にな管 
してください。万一、乳幼児 
び飲み込んだ場合は、ただち 
に医師と相談してください。 
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Q ルさいお子様の手の届くと 
ころに置かない。 

けびの原因になります。 


Q 




Q 




〇 


カメラをセツトしたまま太 
陽を見ない。 

失明の恐れびあります。 


ストラップを持ったまま本 
^製品を振り回さない。 

心 自分や人に当って、けびをす 
る原因になります。 


炎天下または直射日光の当 
たるところに放置しない。 
内部の気圧び上昇し、ふたび 
跳ね上びる可能性びありけ 
びの原因になりまず。 

本製品用のシリカゲルや専 
巧グリスを口に入れたり、食 
ベたりしない。 

□に入れたり、食べた場合は 
ただちに医師とネ目談して< 
ださい。 


A 注意 


本製品を落としたり、岩など 
固いちのにぶつけたりしな 
し、。 

ひび割れび発生し、水ちれの 
原因になることびあります。 

お手入れの際や長時間使用 
しないとさは、バッテリーを 
外ず。 

液ちれや火災の原因になる 
ことびあ0ます。 


フラッシュを人の目に近づ 
けて発光させない。 

一時的に視力に影響するこ 
とびあります。特に乳幼巧を 
撮影するとさは気をつけて 
<ださい。 

砂、ほこり、ゴ S の多いとこ 
ろで開閉しない。 

曰 U ングに付着すると、水を 
れの原因になることびあり 
ます。 

異常に高温になるところ、異 
常に温度が低くなるところ 
に本製品を放置しない。 
故障の原因になることびあ 
0ます。 




〇 




〇 


水ちれびあった場合は、カメ 
ラよりバッテリーを速やか 
に取り外す。 


水深 40 m を超える水中では 
ベ、^使用しない。 

じソ故障の原因になることがあ 
0ます。 
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はじめに 


■ ご使用前に必ずお読みください 

-本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費巧および撮影によ 
り得るであろラ利益の喪失など）については補償いたしかねます。 

-この防水プ□テクターは、水深 40 m 切内の水中で使用するよラ設計されて 
います。取り掘いには十分にご注意<ださい。 

-防水プ□テクターのご使用前の取り扱い方法と事前のチェック、メンテナ 
ンス、ご使雨後の保管方法はこの使用説明書の内容をよくご理解の上、正 
しくご使用ください。 

-万一、防水プ□テクター取损上の不注意により水ちれ事故を起こした場合、 
巧部機材の損傷、および付随的損害については補償いたしかねます。 

-使用時の事故（人身•物損）の補償はいたしかねます。 


I ダイバーズ保険のご案巧 


万一のかをれ事故によるカメラの損傷や、使用時の事故（人身•物損）に 
備えて、タイパーズ保険への加入をおずずめします。詳しくは保険会社ま 
たは保険代理店などにお問い合わせください。 


付属品 


八ンドストラップ （1 本） 


開閉ノブ□ックがし/ 

0リング取がし用ピック （1 枚） 



广照な排‘'。 ) 
い 脚賊… V 


専用グリス （1 個） 


シリカゲル （3 個） 


フラッシュ拡散ホ反 


使用説明書（本書1部） 
クイックメンテナンスガイド 
(1 部） 
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各部の名前 



ストラップ 

遮光フード 取0付け部 液晶インナーフード 
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T (望遠ズーム）ボタン 
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防水機能を事前にチェックする 


カメラに装着ずる前に浸水テストをずる 


1 防水プ□テクター全体を見回して、ひび割れ、変形がないか確 
認します。 

2 開閉ノブ□ック外し/日リング取外し巧ピックを使い、防水プ 
□テクターを開けます。 




開閉ノブ□ックがし/日リング取 
がし用ピック 

①開閉ノブの□ックを列します。 

霞開閉ノブを回して（日 PEN 方向） 
防水プ□テクターを開けます。 

© 開閉ノブロック外し用ピックが無い 
ときは、ストラップの止め具で代用 
でさます（一15ぺージ）。 


3 内部を確認しまず。 


0リング 



本体のひび割れ（特に0リング付 
近） 

0 U ングびをちんと装着されてい 
るか（正しい日 U ングの取り付け 
方は24ページをご参照ください） 
〇|」ングの傷、ひび割れ、変形、 
変質、ねじれ、はみ出しなど 
0リングに砂、コ‘ミび付着してい 
ないか 


JP -8 


















4 繊維くずの出ないやわ 5 かい布などで、0リングや0リング密着 
面（図 A 部分）に付着した異物をふを取ります。 

® ティッシュペーパーで&き取る際は、細かな繊維くずび残ることがあるの 
でごミ主意 < ださし、。 



0 U ング 


5 0リングの取り付けを確認します。 

前側0リング（白色）の取り付けを確認します。 

指先で 0 U ングをなぞり段差びないことを確認します。段差びある場合は 
0 U ングびねじれている可能性びあります。24ページを参照して取り付 
け直して < ださい。 


前側日リング（白色） 



® ou ングのねじれやはみ出し、異物 
の挟み込みびあると水ちれの原因に 
なじます。 


後側 0 U ング繼色）の取り付けを確認します。 

取り付けび不完全な場合は、 2己ページを参照して取り付け直して<ださ 
し)。 


後側日リング（樓色） 
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防水機能を事前にチ I ックずる 


6 問題がなければきれいにミ先った指先に付属の専用グリスを適量 
取り、0リングの表面に伸ばしなが5、0リング全体が適度に湿 
る程度に塗布しまず。 


0 U ング 



©専用グ U ス政外は使用しないでくだ 
さし、。 

①塗布後、日I」ングに砂、ゴミび付着 
していないか確認してください。 


7 防水プ□テクターを閉じます。 




①防水プ□テクターを閉め、開閉ノ 
ブを回して （CLOSE 方向）密封し 
ます。 

霞開閉ノブの□ックをかけます。 


巧水檀やお風呂などに浸して、水もれしていないかを確認します。 
確認方法については、13ページをご参照ください。 



—もし水もれが確認されたら…- 

①ただちに防水プ□テクターを水中から弓Iき上げ、水分をふき取ってください。 
霞防水プ□テクター本体のひび割れ、 0U ングに異物の付着、傷、ひび割 
れ、変形、変質、ねじれ、曰 U ング溝に異物の付着びないか確認します。 
感確認後、異常び見られない場合は8ページの手順からやり直してください。 

® 防水プ□テクターに異常があった場合はただちに使用を中止し、お近くの弊 
社サービスステーションに修理をご依頼ください。 
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カメラに防水プ□テクターを装着する 


装着前に次のことをご確認 < ださい。 

-水中撮影中にバッテ U —切れにならないよラ、バッテ U —をあらかじめフ 
ル充電しておをましよラ。 

使い切ったバッテ U- のフル充電時間 NP- 日已：約4時間 
- xD- ピクチャーカードの撮影可能枚数び十分にあることをご確認ください。 

-カメラからストラップをがしてください。ストラップをカメラに付けたま 
ま防水プ□テクターを装着すると水をれの原因になります。 

1 カメラと防水プ□テクターの準備をしまず。 


①カメラの電源を切ります。 

霞カメラのモードダイヤルと防水プ 
□テク ターのモー ドダイヤルを 
"袖が"にします。 


2 防水プ□テクターを開けて（一8ページ）、カメラをセットしま 
ず。 

カメラびしっかり止まるまで防水 
プ□テクター内に滑り込ませるよ 
ラにセットします。 

カメラと防水プ□テクターのモー 
ドダイヤルび正しくかみ合ってい 
ることを確認します。 


〇 
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カメラに防水プ□テクターを装着ずる 


3 シリカゲルを、カメラ底面と防水プ□テクターの間に入れます。 


シリカゲル 



①シ U カゲルは必ず輿まで入れてくだ 
さい。奥まで入れずに防水プ□テク 
ターを閉めるとシI」カゲルび0リン 
グ部に挟まり、水をれの原因になり 
ます。 


4 カメラと防水プ□テクターが正しくセツトされているか確認し 
まず。 



シ U カゲルび本体からはみ出して 
いないか 

0U ングや 0U ング溝、 0U ングに 
合わさる防水プ□テクター本体側 
部に DfS や髪の毛などの異物び付 
いていないか 

カメラび防水プロテクターに巧し 
て曲びつてセツトされていないか 


5 問題がなければ、防水プ□テクターを閉めまず（一10ページ)。 

一 POWER (電源）ボタン、モードダイヤルび作動するか確認してください。 


—水もれ事故を防ぐために一 

0U ングに異物び付着している場合 
は浸水の原因になります。22ペー 
ジを参照して異物を取り除いて < だ 
さい。異物び取り除けないと定は新 
しい0リングと交換してくださし、。 




繊維 
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最終テストをずる 


カメラに防水プ□テクターを装着した状態で浸水テストを行います。かをれ 
びないか確認しますので、必ず行って<ださい。 

真水の入った水權やお風呂などに浸したまま水ちれびないか確認します。た 
だちに水中から弓Iを上げられるよラ十分に注意して確認してください。 

1 30秒程度水に浸しまず。 



水に入れたとさに防かプ□テク 
ターの合わせ目から連続して気泡 
び出ていませんか？ 


実隙に水中でボタン類を操作して 
みましよラ。 


写真を撮ってみましよラ。 


2 防水プ□テクターをゆっくりと水か5引き上げよく確認します。 



防水プ□テクター内の合わせ目付 
近に、水滴び付いていませんか？ 
防水プ□テクター内に水びたまつ 
てレませんか？ 
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カメラに防水プ□テクターを装着ずる 


日リングに異物び付着している場合 
は浸水の原因になりまず。22ペー 
ジを参照して異物を取り除いてくだ 
さい。 



毛 繊維 砂 


—もし水もれが確認された5… 

①ただちに防水プ□テクターを水中から引去上げ、水分をふを取ってくだ 
さい。 

霞防水プ□テクターから力;><ラを取り出してください。カメラ本体に水滴 
び付着している場合はただちにふき取ってください。 

感防水プ□テクター本体のひび割れ、 0U ングに異物の付着、傷、ひび割 
れ、変形、変質、ねじれ、 0U ング溝に異物の付着びないか確認します。 
厚)確認後、異常び見られない場合は8ページの手順からやり直してくださ 
い。 

( J ) 防水プ n テクターに異常びあった場合はただちに使用を中止し、お近 
くの弊社サービスステーションに ■( 度理をご依頼ください。 


社用い 
弊使さ 
のまだ 
<ま< 
近るで 
おあい 
、びな 
し常し 
止異巧 
中。使 
をいに 
巧さ巧 
使だ絶 
にくで 
ち頼の 
だ依す 
たごま 
はを〇 
合理な 
鳥度こ 
たに圆 
つン原 
入ョの 
びシ電 
水-感 
にテや 
体ス火 
本ス発 
ラビと 
メ I る 

カサす 

① 
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ストラップを取り付ける 


1 防水プ□テクターにストラップを取り付けます。 



2 


ストラップを手首に固定しまず。 

①ストラップに手首を通します。 

霞長さ調節止め具をスライドし、落 
とさないよラに手首に固定します。 




止め具で防水プ□テクターを開ける 

防水プ□テクターを開けるとを、開閉ノブ□ック外し用ピックがお手元に 
無い場合に、止め具で巧巧でさまず。 

①止め具の突起部分を圏の位置には 
さみ込みます。 

霞□ックに引っ掛けて起こします。 

(D ストラップ止め具を 0U ングの取 
り外しには絶対に使巧しないでく 
ださい。日 U ングにキズやゴ S び 
つさ、浸水の原因になります。 
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フラッシュ拡散板を取り付ける 


付属のフラッシュ拡散板を取り付けてください。 

フラッシュ拡散板を取り付けていない場合、レンズ部に光をさえぎられ、画像 
のち下び暗<なります（ケラレ)。 

■フラッシュ } 広散板を取り付ける 




フラッシュ拡散板の取り付けひわを 
①感の順に取り付けます。 

©防水プ n テクターの開閉時に、取0 
付けひわびはさまらないよラにミ主意 
して < ださい。 



■フラッシュ拡散板を取りがず 


フラッシユ拡散板下部の L 字 U ブを防 
水プロテクター前面の溝に差し込み 
なびら、上部□ックで止めてくださ 
い。 


上部 □ ックのツマ S を持ち上げるよ 
ラにして、手前に倒しなびらがして 
<ださい。 



上の方法で取りがしにくいときは、 
下から起こすよラにしてがしてくだ 
さし、。 
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撮影する 


か深 40m まで使用可能です。 

操作部は、カメラの各操作に対応しています。カメラの操作方法や機能につ 
いてはカメラ本体の使用説明書を参照してください。 


カメラの電源を入れます。 



2 モードを設定します。 





POWER (電源）ボタンを押します。 


①モードダイヤルを使巧する位置に 
合わせまず。 

霞液晶 モニターでモー ドの確認を し 
て < ださい。 

水中で撮影する前に地上で試し撮り 
をして < ださい。 


3 両手で防水プ□テクターをしっかりまえて構えます。 

® レンズ窓、フラッシュ部に指やストラップびかからないよラにしてくださ 
し、。ピントび合わなかったり、適正な日月るさで撮影できないことびあります。 


























撮影ずる 


4 撮穀しまず。 


①シャツターボタンを半押しし②半押しのままさらにシャツターボ 
てピントを合わせます。 タンを押し込むと撮影されます。 

①動画撮影は半巧しでさません。 




—水中撮影モードについて- 

カメラのモード設定を"如水中"に 
すると、海の青さを鮮やかに撮影で 
をます。 

® 設定ちまについては力方ラ本体の 
使用説明書をご参照ください。 
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撮影び終わった 5 (保管方法) 


1 カメラの電源を切ります。 



2 撮影終了後すぐに、バケツに真水を張り海水の塩巧ををします。 



このとを手で水を送るよラにして、 
細部の塩分を落とします。 

® 塩抜さを行わないと、サビや鲁部の 
動さび悪<なるなどの原因になりま 
す。 


3 防水プ□テクターに付いている水滴をていねいにふを取りまず。 



特に防水プ□テクターの合わせ目の 
水滴は、ていねいにふを取ってくだ 
さい。 

® 繊維くずの出ないやわらかい布など 
をご使用ください。 

® シャッターボタンや開閉ノブなど細 
かい部分の水滴もしっかり&さ取つ 
てください。 


JP-19 



















撮影が終わった 5 (保管方法) 


4 カメラを防水プ□テクターか5取りがしまず。 



①開閉ノブの□ックをがします。 

霞開閉ノブを回して（日 PEN 方向） 
カメラに水滴びかからないよラに 
防水プ□テクターをゆっくり開け 
ます。 

①防水プ n テクターを開ける際は防水 
プ□テクター内部やカメラに水滴が 
付かないよラに手や髪の毛などが十 
分に乾いていることを確認してくだ 
さし、。 

①ぬれた手でカメラやバッテ U —に触 
れないで < ださい。 

①水しぶきや砂のかかるところで防水 
プ□テクターの開閉はしないで<だ 
さい。 



5 0リングに水滴、異物がないことを確認して防水プ□テクター 
を閉め、開閉ノブを回してに L 日 SE 方向）密封します。もう一 
度、真水でよく洗いまず。 



水の中でボタン類をかる < 操作し、 
塩分を取り除くようにしてください。 
その後、真水に]時間程度つけてお 
<ことをおすすめします。 

①十分に塩分を落とさずに保管する 
と、塩の結晶によ0開閉ノブなどび 
動かなくなります。また、サビの原 
因にな0ます。 
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6 防水プ□テクターに付いている水滴をていねいにふさ取りまず。 



①繊維くずの出ないやわらかい布など 
をご使用ください。 

© シャッターボタンや開閉ノブなど細 
かい部分の水滴わしっかり&さ取つI 
てください。 


7防水プ□テクターを少し開けて、風通しのよい曰陰で乾燥させ 
てください。乾燥後は、直射日光の当た5ないところに保管し 
て < ださし、。 



© 温風機などの熱風や直射日光に当て 
て乾燥させないで<ださい。 


長期間使巧しないときは、0リングを取りがして保管してください。取り 
外し方は22ページをご参照ください。 
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メンテナンス 


使用をのメンテナンス 


防水プ□テクターを使巧したあとに必ず行って<ださい。次回使用するとを 
のために、〇|」ングに"異物によるへこみや傷、ひび割れ"などの異常びない 
ことを確認します。 


1 0リングを防水プ□テクターか5取り外します。 




① □U ングと0 U ング溝の壁の間に開 
閉ノブ□ック外し/0 U ング取列し 
巧ピックを差し込みます。 

霞差し込んだ開閉ノブ□ック列し/0 
U ング取外し用ピックの先端を0 
リングの下にくぐらせるよラにし 
ます（ピックの先端で溝を傷つけ 
ないよラに注意してください)。 


後側（糧色) 




⑤浮さ上びった0 U ングを指先でつ 
まみ、防水プ□テクターから取り 
がします。 
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2 0 リングのちいグリスや付着した異物（繊維や砂など）を取り 
除をまず。 


①繊維<ずの出ないやわらかい巧な 
どで、 0 U ングに付着した異物を 
ふを取りまず。 

霞水洗いをして水分をふを取らずに 
乾燥させます（繊維の付着防止)。 


3 0リングを指でつまみ、全周を軽くしごいて異物の付着による 
へこみ や傷、劣化によるひび割れの有無を確認しまず（指先の 
感軸で確認でさます)。 


異常び見受けられるとをは、新しい0 
U ングと交換して < ださい。 

0 ou ングを指でしごく隙には、強く 
引っ張って、引き伸ばさないよラご 
ミ主意ください。 




4 0リング溝は歯ブラシや綿棒などで、ちいグリスや付着した異 
物を取り除をまず。 



© 綿棒の繊維くずび残らないよラに十 
分にごを意ください。 
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メンテナンス 


5 0リングに専用グリスを塗布します。 



清潔なポリ袋（大きさは lOcmx 
20 cm ぐらい）の中に付属のグリス 
を已 mm く日いチューブからしぼり出 
してよくをみまず。 

曰 U ングをポ U 袋に入れてさらにち 
み、グ U スをよくなじませます。 

ポリ袋は清潔な状態であれば繰り返 
し使巧でをます。 


6 前側日リング（白色）を取り付けます。 



間違えないように、防水プ□テクター 
内側のシール（白色）を確認します。 



前側 0 U ング（白色）をいったん防水 
プ□テクターに置を、ねじれびない 
ことを確認します。 

ねじれびなければ、異物を挟み込ん 
だり、 ZI ミび付着しないよラに気を 
つけて取り付けます。 
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7 後側 0 リング（糧色）を取り付けます。 



間違えないよラに、防水プ□テクター 
内側のシール脂色）を確認します。 


0 U ングの平らな面び溝の底面に向く 
よラにします。 



靖の曲面 


平らな面 


清の底面 


参取り付け図 


取り付ける際に、曰 U ングのねじれ、 
たねみ、溝からはみ出しびないこと 
を確認します。 

©前側、後側 0U ングの両方とわご確 
認ください。 


® OIJ ングのメンテナンスを行ラとさは、レンズ窓や液晶モニター窓にグ IJ スび 
付着しないよラ十分にご注意ください。レンズ窓や液晶モニター窓び巧れた際 
には、乾いた柔らかい巧などで軽くふいてください。 
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別売アクセサリーの紹介 


■デジタルカメラ円 nePix F 30/ F 31 fd 用防水プ□テクター 
WP - FXF 30 の別売の消耗品をご紹介いたしまず。 

《最新'肩報は富±フイルムホームページをご覧ください。 
http://fujifilm.jp/ 


• シリカゲルセット （SST-01) 

レンズの曇りを低減する乾燥剤です。 
(シ U カゲル X 6 個） 


• 0リングキット （0RK-F30) 

メンテナンス用の消耗品のセットです。 

(スペア用 0 U ング X 各1個、開閉ノブ n ック外し/ 0 U ング取かし用ピック XI 
枚） 


• シリコングリス （SGR-01) 

OU ングメンテナンス用の専用グ IJ スです。 
(専巧グ U ス XI 個） 


■防水プ□テクター WP - FXF 30 には INON 製の外部フラッシュやコ 
ンバージョンレンズなどの各種アクセサリーを使用できまず。 

《詳細は INON ホームページをご覧ください。 
http://www.inon.co.jp/ 


別売アクセサリーのご使巧については、各種アクセサリーに付属の使用説 
明書などの指示に従ってください。 
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使用上のご注意 


-環境温度+4□で拟上のところでは使用または保管しないでください。 

-+40でを超える温水の中では使用しないでください。浸水の原因になりま 
す。 

-シンナー、ベンジン、アルコールなどの揮発性の薬品は表面をいため、高 
圧下でひび割れの原因になりますので使巧しないでください。 

-=脚座には無理な力を加えないでください。 

-ぶつけたり強い衝撃を与えないでください。 

-防水プ□テクターを水中に投げ込まないでください。 

-ミ毎辺などでの使巧後は、防水プロテクターを完全に閉めた状態でバケツな 
どにためた水道水で洗い、砂や塩分を落としてから、乾いた柔らかい巧で 
水分を十分にふ去取って < ださい。 

-本製品は、防水プ□テクターとして水中で使うことを想定しています。力 
；><ラを入れたままの放置、またはイ呆曽はしないで<ださい。特にバッテリー 
は、液をれや火災の原因になることびあります。 


■水もれ事故を防ぐために 

本製品を使用中に水われ事故び発生すると装着された力;>< ラび修理不能にな 

ります。し^下の注意を守った上でご使巧ください。 

- 0リングは使いかたによって差異びありますび、約1年を目安に新品と交換 
してください。 

- 0リングに異物び付着している場合は浸水の原因になりますので、ふを取っ 
て<ださい。ふを取るとさは繊維<ずび残らないよラにしてください。異 
物び取れないと去は水洗いしてください。 

- 0リングに傷やひびびあるとを、変色や変形び現れたとさは新品と交換し 
て < ださい。 

- 0 U ング交換時には 0 U ング溝内をクリーニングし、砂やゴミ、頭震など異 
物びないことを確認してください。 

- 0 U ングには弊社指定のグリスをご使巧ください。 

- 0 U ングは正しくセットされていないと、浸水する場合びあります。0リン 
グをセットする際は溝の形状に合わせ、ねじれたりしないよラに注意して 
セットして<ださい（一24ページ)。 

-夏期の直射日光の当たるところ、閉め切った自動車および暖房器具の近く 
などに放置したり、長時間が力を加えたりしないでください。熱や力によっ 
て変形し、防水性能び損なわれ使用でをなくなる場合びあります。 

- 0 U ングとその接軸面をぶつけたり異物（砂や US 、 頭震など）を挟み込 
んだりして傷を付けないよラにして<ださい。 

-浸水テストと最終テストを実施した上でご使巧ください。 

-水ちれの兆候び起をたらでをるだけ早<水中から出し、水をれ原因をよく 
調べて、適切な処置をとってください。 





使用上のごを意 



まな仕様 


対象カメラ 

フジフイルムデジタルカメラ FinePix F 30/ 
FinePix F 31 fd 

許容水深 

水深 40 m 政内 

ま要材質 

本体 ：透明ポ1」カーボネート 

レンズ窓：強化ガラス 

本体が形寸法 

幅12日 mmx 高さ目 4 mmx 奥巧き目 6 mm (突起部含 
む） 

本体質量 

約吕9已 g (力六ラ、付属品含まず） 


※仕様•性能は、予告なく変更することがありますのでご了承ください。使巧説明 
書の記載の誤りなどについての補償はご容赦ください。 
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アフターサービスについて 


u 呆証書 


保証書はお買上げ店に所定事項を記 
入していたださ、大切に保巧してく 
ださい。 

保証期間中は、保証書の記載内容に 
基づいて無償修理をさせていただき 
ます。保証規定に基づく修理をご依 
頼になる場合には、必ず保証書を添 
付して<ださい。なお、お買上げ店 
またはサービスステーションにお届 
けいただく際の運賃などの諸費用は、 
お客様にてご負担願います。 


[pi 


■ 調子が悪い時はまずチェックを 

使い方の問題か、故障か迷ラとさは、 
Fine 円 X ヴポートセンターへお問い合わ 
せ<ださい。電話番号び33ページに記 
載されています。 

■故障と思われるとさは 

当社サービスステーションに修巧をご依 
頼ください。サービスステーションの 
U ストび33ページに、主なサービスス 
テーションの地図が31ページにありま 
す。依頼方法は、次のページの中からお 
客様のご都合によりお選びください。な 
お、集配ルートの都合上、サービスステー 
ションに直接ご依頼いただくと、お預か 
りの期間は短くなります。 

■修理ご依頼に際してのごま意 
- 32ページにある「修理依頼票」をコ 
ピーしていただき、必要事項をご記 
入の上、製品に添付して<ださい。「修 
理依頼票」は、故障箇所を正確に把 
握し、迅速な修理を行ラための貴重 
な資料になります。 

-修理料金の見積をご希望の場合には、 
「修理依頼票」の「見積」欄にご記入 
ください。ご指定のないとさは、修 
理を進めさせていたださます。なお、 
見積は有料となります。 

. 落下•衝撃、砂•おかぶり、窗水•浸水な 
どにより、修理をしても機能の維持 
が困難な場合には、修理をお断りす 
る場合ちあります。 


■修理部品について 

-本製品の補修用部品は、製造打ち切 
り後8年を目安に保有しております 
ので、この期間中は原則として修理 
をお引さ受けいたします。ただしこ 
の期間中であってち、部品都合等に 
より、同等の製品に交換させていた 
だく場合をあ0ます。 

-本製品の修理の際には、環境に配慮 
し再生部品や再生部品を含むユニッ 
卜と交換させていただく場合びあり 
ます。交換した部品およびユニット 
は回収いたします。交換部品び必要 
な場合には、修理をご依頼されると 
さにその旨をお伝え<ださい。 


D 固人情報の取扱について 


当社は、お客様の住所-氏名-電話番号 
等の個人情報を大切に保護するため、個 
人情報保護に関する法令を遵守するとと 
ちに、電話問い合わせ時あるいは修理依 
頼時にご提供いただいたお客様の個人情 
報を次のよラに取扱います。 

1. お客様の個人情報は、お客様のお問 
い合わせに対する当社からの回答、 
修理サービスの巧供およびその後の 
ユーヴーヴポートの目的にのみ利用 
いたします。 

2. 弊社指定の宅配業を、修理業務担当 
会社、その他の協力会社に当社び作 
業を委託する場合、委託作業実施の 
ために必要な範囲内でお客様の個人 
情報を開示することびございます。 
開示にあたりましては、盗難•漏洩 
等の事故を防止し、また当社より委 
託した作業かの目的に使用しない 
よラ、適切な監督を行います。 

3. ご提供いただいたお客様の個人情報 
に関するお問い合わせ等は、 Fine 円 X 
ヴポートセンター等のお問合せ先、 
あるいは修理依頼先サービスステー 
シヨン宛にお願いいたします。 
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アフターサービスについて 


修理の依頼方法は、下記の中からお客様のご都合に合わせてお選びください。 


参サービスステーシヨンへの 送付修理 

-ご巧頼の際「修理依頼票」を記載の 
上修理依頼品に添付して<ださい。 

-修理料金は、修理完了品お届け時に 
宅配業者に直接おすまムい < ださい。 


♦お買上げ店への持込修理 

-修理料金及びそのす化方法について 
は、お持ちいただいたお店にご確認 
下さい。 
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I 修理に関する情報は 
修理サービス Q&A 

http://www.fujifilm.co.jp/faq/after/inclex.html 

修理依頼方法、紛失した付属品の購入方法など修理に関するよくある質問と回答 
をまとめて掲載しています。 

修理納期検索サービス 

http://repairlt.Tujifilm.co.jp/repair/certificate.jsp 

東京もしくは大阪のサービスステーションに修理依頼品を送付あるいは持込され 
た場合、修理完了予定曰を検索ずることびでさます。 

円 ne 円)(修理概算見積サービス 
http://repairlt.Tujifilm.co.jp/estimate/inclex.php 

当社サービスステーシヨンに直接修理依頼された場合の目安の修理料金を算出で 
さます。 


★ミ巧： 

富±フイルム サービスステーション 



JR 山手線おお町駅化 □ 下車徒歩 5 分 
TEL (03) 343 日 -131 己 


★大阪： 

實±フイルム サービスステーション 



★名ち屋： 

富±フイルム サービスステーション 
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地下鉄東山線伏見駅 6 き出 □ 下車徒歩 5 分 
TEL (0 已 2) 202 -1851 


【受付時間】 

東京•大阪-名古屋： 

月〜金目： 0日〜17 : 40 
± 10:00-17:00 

曰-祝曰-年末年始を除く 

ネし幌-仙台-福岡： 

月〜金目： 0日〜12 :日0 
13:00-17:40 
±•日-祝曰-年ホ年始を除く 

-地図は、当社すームページ 

http://fuj 讯 lm.jp/ をご覧くださし、。 
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アフターサービスについて 


WP-FXF3 日修理依頼票 

※予め29ページの r 個人情報の取扱について」をご確認ください。 
&本紙は拡大コピーしてお使いください。 

※下表の□は、該当ずる項目にチェック （✓) を入れてくださし、。 


フ IJ ガナ 


電話番号 


お 名！ 前 


ファ クス番号 


ご 住 巧 

干 一 







ボディ番号（機衝保証書ぁるし、は本体 
底面に記載してある別ブたの番号です。修理お 
問い合わせ時にご連絡ください。 

No. 

修理品への添付 

□保証書 



□( 

) 

□ C 

) 

□( 

) 

□ C 

) 

故障内容诚障時の様テや発生頻度、をがなど具体帥こご記入くださし、） 






お見積わり 

□必要（修理金額 

円し: Ul 見積をり）□不要 

お見積も。連絡方ま 

□電話□ファクス 
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参本製品に関するお問い合わせは… 


富±フイルム FinePix ヴポートセンター 




0570-00-1060 

市内通話料金で 
ご利用いただけまず 


携帯電！ 

電話- Nrau がの固 
定電話など、ナビダ 
イヤルをご利用いた 
だけなレ場合は 


042-48 M 673 


月曜日〜金曜日午前9 : 0□〜午後己： 40 ±曜日午前10 : 00〜午を已： 00 


曰•巧!曰-年末年始を除く 


FAX 042-481-0162 

受付時間： 24時間（返信対応は電話の受付時間と同一です） 

※予め「アフターサービスについて J の項の r 個人情報の取扱について J をご確認ください。 

• 本製品の関連情報は、下記のホームページをご覧ください。 
http :// fujifilm . jp / 

弊社ホームページの自己解決に役立つ 「 Q & A 検索」ちご利用ください。 

•修理の受付は’-- 

富±フイルムサービスステーションではお客様の利硬性向上のため、各種の修巧サービスを用 
意しております。お気軽にご利用<ださい。 

サービスステーション名および住巧-電話番号 

東京〒1〇已-0022東京都港区海岸1 -9-1 已竹芝ビル1 OF (03) 3436-1 31己 
大阪〒日41-00已1大阪市中央区備後町 3-2-8 大阪長爸ビル 3 F (06) 6260-0915 
ち古屋〒4巨 0-0008 ち古屋市中区巧 1-1 己-19 (052) 202 -18 已1 
ホし|隔干060 -0002 札幌市中巧区化己条西4-己札幌 H 井ビル別館 3 F (011) 222-3973 
祉台 〒日 80-081 1祉台市青勇 区一 番巧 4-6-1 仙台第一生命タワービル 1 F (02 吕） 265-2149 
福岡〒 812-001 S 福岡市博を区住吉 3-1-1 冨±フイルム福岡ビル 3 F (092) 281-4863 


•本製品 iU がの富±フイルム製品のお問い合わせは… 

お客様コミュニケーシヨンセンター(月曜日〜金曜日午前9 : 30〜午を巳： 00) : 
TEL 03-3406-2982 
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Safety Notes 


Thank you for purchasing this product. 

Before using the product, make sure to read this "Owner’s Manual," 
particularly these "Safety Notes," as well as the "Owner’s Manual" 
for the Digital Camera. After reading them, keep them available so 
that you can check them easily at any time. 


■ The icons shown below are 
used in this document to 
indicate the severity of the injury 
or damage that can result if the 
information indicated by the icon 
is ignored or the product is used 
incorrectly. 

A This icon indicates that 

WARNING serious injury can result if 
the information is ignored. 

This icon indicates that 
A CAUTION personal injury or material 
f • 、 damage can result if the 

information is ignored. 


■ The icons shown below are 
used to indicate the nature of 
the information which is to be 
observed. 

A 

Triangular icons notify the user 
of information requiring attention 
("Importanf). 

O 

Circular icons with a diagonal 
bar tell you that the action 
indicated is prohibited 
("Prohibited"). 

o 

Filled circles with an exclamation 
mark notify the user of an 
action that must be performed 
("Required"). 


/ j \ WARNING 


Never attempt to modify or 
disassemble the product. 

Do not This may cause water to leak in. 

disassemble. 


Q 


Do not place the product on 
an unstable surface. 

This can cause the product 
to fall or tip over and cause 
damage or injury. 


Use only the battery specified 

Qfor use with the camera. 

The use of other power sources 
can cause fire. 


Do not use the battery except 

Qas specified. 

Load the battery as shown with 
the indicator. 


Do not heat, modify or attempt 
to disassemble the battery. 

Do not drop or subject the 
battery to any impact. 

Do not short-circuit the 
battery. 

Do not store the battery with 
metallic products. 

Do not use chargers other 
than the specified model to 
charge the battery. 

Ignoring any of the above 
instructions can cause the 
battery to explode or leak and 
cause fire or injury as a result. 


EN -2 

























Keep xD'Picture Cards out 


o 

of the reach of small children. 
Because xD-Picture Cards are 
small, they can be accidentally 
swallowed. Be sure to store 
xD-Picture Cards out of the 
reach of small children. If a 
child swallows an xD-Picture 
Card, seek medical advice 
immediately. 

Q 

Keep out of the reach of small 
children. 

This product could cause injury 
in the hands of a child. 

Q 

Do not use the camera to look 
at the sun. 

It may damage your eyesight. 

Q 

Take care when using the 
waterproof case with the strap 
attached. 

This may cause the case to 
swing unexpectedly, causing 
damage or injury. 

Q 

Do not leave the underwater 
camera housing in direct 
sunlight or in places subject 
to extreme temperatures. 

If pressure inside the case 
rises due to heat, the lid may 
pop open violently and cause 
damage or injury. 

Q 

Do not eat the silica gel 
or grease for use with this 
product. 

If it is p 山 in the mouth or 
eaten, seek medical advice 
immediately. 


A CAUTION 

Q 

Do not drop the product or 
strike it against hard objects. 

It may crack the product and 


cause water to leak in. 


Remove the battery when 


o 

you are cleaning the camera 
or you do not plan to use 
the camera for an extended 
period. 

Failure to do this can cause the 
battery to leak or cause fire. 

0 

Do not use the flash too close 
to a person's eyes. 

It may temporarily affect the 
eyesight. Take particular care 
when photographing infants and 
young children. 

O 

Do not open or close this 
product in sandy or dusty 
places. 

If a sand grain or dust is caught 
in the 0-rinq, it may cause water 
to leak in. 

Q 

Do not leave the product in 
places subject to extremely 
high or low temperatures. 

It may cause it to break down. 

Q 

If the camera gets wet, 
immediately remove the 
battery from the camera. 

Q 

Do not use the product at 
depths exceeding 40 m (131 
け .） below the surface. 

It may cause it to break. 
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Preface 


• Fuji Photo Film Co ., Ltd . cannot accept liability for any incidental losses 
(such as photographic costs or loss of income from photography ) incurred 
as a result of faults with this product . 

■ Be sure to read this before use 

• This waterproof case is designed for use underwater to a depth of 40 m 
(131 ft .). Handle the case carefully . 

• Please follow the guidelines in this manual regarding how to prepare the 
waterproof case for use , how to make a preliminary check , maintaining the 
case and putting it away it after use . Use the product only as described in 
this manual . 

• Fuji Photo Film Co ., Ltd . will not compensate for any damage to the digital 
camera or any incidental losses caused by improper use of the waterproof 
case . 

• Fuji Photo Film Co ., Ltd . will not compensate for any personal injury or 
death or property damage caused during use . 


Accessories Included 


• Hand strap (1) 


• Special pick (1) 

(for Opening knob unlocked / 0- 
ring remover) 




• Special silicone grease (1) 


• Flash diffusion plate (1) 




• Silica gel pack (3) 


• Owner’s manual (this manual) 

• Quick maintenance guide 
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Part Names 



Shade hood Strap mount LCD inner hood 
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(Tele zoom) button 


W (Wide zoom) 
button 

因 Playback button 


- - Photo mode ( 戶） 

k button 



MENU/OK button 


▲ ▼か 4-direction button 
[Photography] 

イ /A Macro button 
►/i Flash button 
▲/々 Low light view button 
▼/公 Self-timer button 


[Playback] 

Erase button 


The operation unit functions correspond to individual operations of the 
camera . Confirm the functions of the unit in the " Owner’s Manual " for the 
Digital Camera . 

A protection sheet is attached to the LCD monitor window when you 
purchase the unit . Make sure to peel off the sheet before using it . 
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Preliminary check of the case 


Make a preliminary submersion test on the waterproof case 
before positioning the digital camera 


1 Check the outside of the waterproof case to make sure that there 
are no cracks or faults with it. 


2 open the waterproof case using the special pick (included). 




① Release the lock of the open/close 
knob . 

② Turn the open/close knob in the 
direction of the " OPEN " arrow to 
open the waterproof case . 

① You can also use the adjuster of the 
strap if you do not have the special 
pick (P.15). 


o Check the inside of the waterproof case for the following: 


0-ring 



• Cracks {especially around the 0- 
ring ) 

• Correct seating of the 0 -ring (For 
correct installation of the 0- ring , 
see P.24.) 

• That the 0 -ring has no scratches 
or cracks , or that it is oddly shaped , 
twisted , detached , etc . 

• Sand or foreign particles stuck to 
the 0 -ring 
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4 Wipe off any foreign particles attached to the 0-ring and 0- 
ring seal surface (Fig. A position) using soft, lint-free cloth or 
something similar. 

(T) If using tissue paper to wipe it off with , be careful , since fine lint may be left 


behind . 



0 -ring 


5 Check the 0-ring installed. 

Check the front-side 0 -ring ( white ) installed . 

Feel the 0 -ring with the tip of your finger to confirm that there is no step . 
If you feel a step , the 0 -ring may be twisted . Reinstall it , following the 
instructions on p .24. 


Front-side 0 -ring ( white ) 


のけ the 0 -ring is twisted or stretched , 
or if there is any foreign particle on 
or underneath it , water will leak in . 


Check the back-side 0 -ring ( orange ) installed . 

If installed incompletely , reinstall it , following the instructions on p .25. 


Back-side 0 -ring ( orange ) 




•Correctly 
installed 0-ring 
Ratface and groove 


I Bottom face of 


r^~i 
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Preliminary check of the case 


6 When all is well, use a clean fingertip to apply the special 
silicone grease. And then spread it on the surface of the 0-ring 
until it is completely covered. 


0 -ring 



7 Close the waterproof case. 


の Only use the special silicone grease 
provided . 

の After applying the grease , check that 
there is no sand or other substances 
attached to the 0- ring . 


公 




① Close the waterproof case and 
turn the open/close knob in the 
direction of the " CLOSE " arrow to 
seal it . 

② Lock the open/close knob . 


Dip the empty waterproof case Into a water tank or a bathtub 
and check for water leaks. For how to check it, see p.13. 



— If a water leak is detected ... - 

① Immediately take the waterproof case out of the water and dry it on the 
outsid 色. 

② Make sure that there are no cracks in the waterproof case body . Check 
the 0 -ring for attached foreign particles , flaws , cracks , odd shape , or 
twisting , and for any foreign particles in the 0 -ring groove . 

③ When all is well , start over from the procedure on p .8. 

© If you find something wrong with the waterproof case , immediately stop 
using it and contact your FUJIFI し M dealer . 
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Positioning the Digital Camera in the 
Waterproof Case 


Before installation, check the following: 

• To avoid losing power while shooting underwater, charge the battery fully 
before us 色 . 

Full recharging times for completely depleted battery 

NP-95 : approx. 4 hours 

• Check how many new images can be stored on the xD-Picture Card. 

• Remove the hand strap from the digital camera. Using the camera in the 
waterproof case with its strap may cause the case to leak. 


Set the camera and the waterproof case. 



① Turn the camera off. 

② Turn the camera's mode dial and 
the waterproof case’s mode dial to 
"総、". 


之 Open the waterproof case (p.8) and set the camera in it. 



Slip the camera into the waterproof 
case until it stops securely. 

Check that the Mode dials on the 
camera and waterproof case are 
interlocked correctly. 
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Positioning the Digital Camera in the Waterproof Case 


3 Insert the silica gel pack into the space underneath the bottom of 


the camera. 

Silica gel pack 



① Make sure to insert the silica gel 
pack correctly. If it is incompletely 
inserted, it will prevent the 0-ring 
from acting as a seal, and water will 
leak in. 


4 Confirm the following before closing the waterproof case. 

• No part of the silica gel pack is 
protruding. 

• There is no dust, hair, or other 
foreign particle on the 0-ring, in 
the O-ring groove, or on the edge 
face of the waterproof case that 
engages with the O-ring. 

• The camera is correctly seated and 
aligned in the waterproof case. 

5 When all is well, close the waterproof case (p.10). 

一 Check that the camera's "POWER" button and Mode dial can be correctly 
operated using the controls on the housing. 



Silica gel pack 


O-ring 


— To prevent water leaks — 

Any foreign particles attached to 
the O-ring may cause a water leak. 
Remove the foreign particles (see 
P.22). If you cannot remove them, 
replace the O-ring with a new one. 



Hair Lint 



Sand 
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Conducting a final test 


Carry out a final submersion test on the waterproof case after mounting the 
digital camera. To check for water leaks, watch for any water leaking in while 
immersing it in a water tank or a bathtub filled with water. Check it in a way 
that lets you take it out of water immediately (to save the camera inside) if you 
need to. 


1 Immerse it in water for 30 seconds. 



If you see a continuous flow of 
air bubbles from the joint of the 
waterproof case while in the water, 
this indicates a leak. 

When all is well, operate the 
buttons and take some test shots 
while it is under water. 


2 After slowly lifting the waterproof case out of water, closely check 
for the following: 



Water droplets near the joint of the 
waterproof case. 

Water pooled inside the waterproof 
case. 
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Positioning the Digital Camera in the Waterproof Case 


— If a water leak is detected ... - 

① Immediately take the waterproof case out of the water and dry it on the 
outside. 

② Take the digital camera out of the waterproof case. If you see any drops 
of water on the digital camera, wipe them off at once. 

③ Make sure that there are no cracks in the waterproof case body. Check 
the O-ring for attached foreign particles, flaws, cracks, odd shape, or 
twisting, and for foreign particles in the O-ring groove. 

④ When all is well, start over from the procedure on p.8. 

(D If you find something wrong with the waterproof case, immediately stop 
using it and contact your FUJIFILM dealer. 

(I) If water has entered the camera body, stop using it immediately and 
contact your FUJIFILM dealer. Using the camera in a faulty state 
may cause fire or electric shock. Do not use it in tnis state under any 
circumstances. 


Any kind of foreign particle attached 
to the O-ring may cause a water leak. 

Remove the foreign particles after 
checking how to on p.22. 

Hair Lint Sand 
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Attaching the strap 


1 Attach the strap to the waterproof case. 




Attach the strap to the waterproof 
case as shown in ① and (D. 


2 Tighten the hand strap around your wrist. 



① Put your hand and wrist through 
the hand strap. 

② To reduce the risk of dropping 
the camera, tighten the hand 
strap around your wrist using the 
adjuster. 


Opening the waterproof case using the adjuster of the strap 

When opening the waterproof case, you can also use the adjuster of the 
strap if you do not have the special pick. 




① Insert the adjuster's tab as shown 
in the illustration. 

② Release the lock of the open/close 
knob. 

① Do not use the adjuster of the strap 
to detach the 0-ring. Water leaks 
may result if the 0-ring is damaged 
or contaminated with foreign 
particles. 
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Installing the flash diffusion plate 


Install the supplied flash diffusion plate. 

If the plate is not installed, the lens may block the flash light, causing the lower 
right of the subject to appear dark (eclipse). 

■ Install the flash diffusion plate 



While lifting the knob of the upper lock 
and laying the flash diffusion plate 
toward you, remove it. 




If it is hard to remove the flash 
diffusion plate in the procedure 
mentioned above, lift it up from below 
to remove it. 
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Taking Pictures 


• Using the waterproof case, you can take pictures down to 40 m {131 ft.) 
underwater. 

• The operation unit functions correspond to individual operations of the 
camera. For the operating instructions or functions for the camera, see 
the owner’s manual supplied with your camera. 


1 Turn the camera on. 

Press the "POWER" button. 


2 Set the Photography Mode. 

① Set the Mode dial to the desired 
position. 

® Check the mode on the LCD 
monitor. 


Test-shoot before using the protected 
camera und 色 r wat 色 r. 
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Taking Pictures 


3 Hold the waterproof case firmly with both hands. 

① Hold the camera so that your fingers or the strap do not cover the lens, 
or flash (diffusion plate). If the lens, or flash (diffusion plate) is obscured, 
subjects may be out of focus or the brightness (exposure) of your shot may 
be incorrect. 




4 Take the pictures. 

の Press the Shutter button down 
halfway to focus. 

のけ is not possible to press the 
Shutter button halfway while 
recording movies. 



② Press the Shutter button down fully 
to take a picture. 




About the UNDERWATER mode 


Set the Photography mode to 
"咖 UNDERWATER". Background 
blues are vividly photographed. 

® For more information, see the 
owner’s manual supplied with your 
camera. 


EN-18 























After Taking Pictures (Storage) 


1 Turn the camera off. 



Press the "POWER" button to turn the 
camera off. 

(?) Make sure that the camera is turned 
off. 


2 At the end of shooting, immediately fill a bucket or other 
container with fresh water to wash off the salty sea water. 



Rinse the outside of the waterproof 
case well by stirring the water by 
hand. 

(7) If any salt remains on the case, it can 
cause rust, local malfunctioning, and 
other problems. 


3 Wipe off the water droplets carefully from the waterproof case. 



In particular, carefully wipe away 
the droplets from the joint of the 
waterproof case. 

の Use a soft, lint-free piece of cloth or 
something similar. 

の Remove the water droplets from 
under the Shutter button, the open/ 
close knob and the others. 
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After Taking Pictures (Storage) 


4 Take the camera out of the waterproof case. 



① Release the lock of the open/close 
knob. 

② Turn the open/close knob in the 
direction of "OPEN" arrow to open 
the waterproof case. Open it slowly 
so that water does not drip onto the 
camera inside. 

① Before opening the waterproof case, 
confirm that your hands and hair are 
dry and will not drip onto the camera 
and the inside of the waterproof 
case. 

① When your hands are wet, make 
sure not to touch the camera or the 
battery. 

① Do not open the waterproof case in 
places where the inside might get 
wet or sandy. 


夕 



③ Take the camera out of the 
waterproof case. 


After making sure that there are no water droplets or foreign 
particles on the 0-ring, close the waterproof case and turn the 
open/close knob in the direction of "CLOSE" arrow to seal it tight. 

Wash it thoroughly with fresh water once again. 



Try to remove any remaining salt by 
lightly moving the various buttons 
under the water. 

We recommend soaking it in fresh 
water for about 1 hour. 

(T) If stored with drops of salty water 
on it, salt crystals will clog the 
movement of the open/close knob 
and other parts. Rusting may also be 
caused. 
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6 Carefully wipe off the water droplets from the waterproof case. 



(7) Use a soft, lint-free piece of cloth or 
something similar. 

① Remove the water droplets from 
under the Shutter button, the open/ 
close knob and the others. 


/ Open the waterproof case a little and dry it in a breezy place out 
of direct sunlight. After drying the case, store it where it will not 
be directly exposed to sunlight. 



(T) Do not use a hair dryer, warm or 
hot air, or direct sunlight to dry the 
waterproof case. 


If the waterproof case is not to be used for a long time, remove the 0-ring 
and store the waterproof case safely. For how to remove the O-ring, see 
P.22. _ 
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Maintenance 


Maintenance after use 


Always do this immediately after using the waterproof case. Check that the 
0-ring has no dents or flaws caused by foreign particles, cracks, or other 
damage. 

1 Remove the 0-ring from the waterproof case. 



0-ring 


Front-side 0-ring (white) 


① ⑤ 



Back-side 0-ring (orange) 


① Insert the special pick between the 
0-ring and the 0-ring groove. 

感 Insert the tip of the special pick 
beneath the 0-ring. Take care not 
to scratch the groove with the tip of 
the pick. 

③ Grip the suspended the 0-ring 
between your fingers and remove it 
from the waterproof case. 
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2 Remove old grease and foreign particles such as fibers and 
sand from the 0-ring. 


3 


① ② 



① Wipe foreign particles off with a 
soft, lint-free piece of cloth. 

③ Dry the rinsed 0-ring without 
wiping water again. This is to 
prevent fiber attachment. 


Pick up the 0-ring with your fingers and feel it carefully, exerting 
only light pressure, all along it to check whether or not there are 
any dents or flaws caused by foreign particles or cracks due to 
deterioration (you can feel these with the tip of the finger). 

の When pressing with your fingers 
and sliding them over the 0-ring, be 
careful not to stretch it by pulling too 
tight. 




4 Remove all foreign particles from the 0-ring groove using a 
toothbrush or cotton swab. 



Make completely sure that no waste 
lint from the cotton swab is left behind. 
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Maintenance 


5 Coat the 0-ring with the special grease. 



To apply a uniformly thin layer of 
silicone grease to the 0-ring, squeeze 
out about 5 mm (0.2 in.) length of 
the grease provided with this product 
from the tube into a clean plastic 
bag (about 10 cm (3.9 in.) x 20 cm 
(7.9 in.) in size) and then knead it 
thoroughly. Put the 0-ring into the 
plastic bag and continue kneading 
until the 0-ring is completely covered 
with grease. The plastic bag can be 
used more than once if kept clean. 


6 Install the front-side 0-ring (white). 



For correct installation, observe the 
sticker (white) inside the waterproof 
case. 



Place the front-side 0-ring on the 
waterproof case beforehand to 
confirm that the 0-ring is not twisted. 
If it is not twisted, make sure that 
it is clean, with no foreign particles 
embedded in it or dust stuck to it, 
before installing it. 
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7 Install the back-side 0-ring (orange). 



For correct installation, observe the 
sticker (orange) inside the waterproof 
cas 色 . 



Match the flat face of the O-ring to the 
bottom face of the groove. 


•Cross section of 
the O-ring 


•Cross section 
of the groove 


fL と 


•Correctly 
installed O-ring 
Ratface and groove 


Bottom fc 
groove 


♦ r^n 

face of 


When installing the O-ring, check that 

it neither twists, bends, nor bulges 
out of the groove. 

の Check both front and back side 0- 
rings. 


の When carrying out O-ring maintenance, take particular care to avoid getting 
grease on the lens window and LCD monitor window. If there is any soiling on 
the lens window or LCD monitor window, gently wipe it off with a soft dry cloth. 
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Notes on Using the Waterproof Case 
Correctly 


• Do not use or store the waterproof case at temperatures above 
+40 °C/+104 で 

• Do not use in water above +40 °C/+104 °F, since it may leak. 

• Do not use thinner, benzene, alcohol, or other volatile chemicals for 
cleaning. Applying any such chemicals to the waterproof case may cause 
damage to its surface, and it will crack under high pressure. 

• Do not overstrain the tripod mount. 

• Do not strike or subject the waterproof case to impacts. 

• Do not throw the waterproof case into the water. 

• When you use waterproof case in seawater, wash it, while still tightly closed, 
in a bucketful of fresh water to rinse off the salt. Then dry the outside of the 
case, using a dry, soft piece of cloth. 

• This product is designed to be used under water as a waterproof case. Do 
not leave it or store it with the camera still inside: the battery may leak or 
ev 色 n caus 色 a fir 色 . 

■ To avoid water leaks 

If this case leaks while using it and soaks the digital camera inside, the camera 

cannot be repaired. Take the following precautions before use. 

• The standard life of the 0-ring is about one year, though it depends on 
operating conditions. Replace the 0-ring with a new one once a year. 

• Any foreign particles caught in the 0-ring may cause a water leak. Wipe 
them off, making sure that no lint remains stuck to the 0-ring. If a foreign 
particle cannot easily be removed, try washing it off with water. 

• If the 0-ring is scratched, cracked, discolored or deformed, replace it with a 
n 色 w one. 

• When replacing the 0-ring, first clean the groove for the 0-ring and check 
that it is free of grains of sand, dust, hair, and other foreign particles. 

• For the 0-ring, use the specified brand of silicone grease recommended by 
FUJIFILM. 

• If the 0-ring is not seated correctly, a water leak may occur. When mounting 
the 0-ring, take care that it stays in the groove and does not become 
twisted (P.24). 

• Do not leave the waterproof case in direct sunlight in summer, in a closed 
vehicle, or near heating equipment. Do not apply any long-term external 
force to the waterproof case. Deformation caused by heat or force may 
cause a loss of water-proofing, making it unusable for use under water. 

• Be careful not to damage the 0-ring or the face that contacts it by banging 
them together or letting foreign particles (sand, dust or hair) get between 
th 色 m. 
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• Carry out the submersion and final test before using the product. 

• If you find any signs of water leakage while taking photos, immediately take 
the product out of the water. し 0 ok into the cause and take suitable action. 



Specifications 


Camera with which 
it should be used 

Digital camera FinePix F30/FinePix F31fd 

Pressure 

resistance 

Up to 40 m (131 ft.) deep in water 

Main materials 

Case proper: Transparent polycarbonate 

Lens window: Reinforced glass 

Dim 色 nsions 

129 mm x 94 mm x 96 mm / 5.1 in. x 3.7 in. x 3.8 in. 

(W X H X D) 

(including the attachments) 

Weight 

Approx. 295 g /10.4 oz. (not including camera and 
accessories) 


ホ These specifications are subject to change without notice. FUJIFILM shall not be 
held liable for any damage resulting from errors in this Owner's Manual. 
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Notes pour la securite 


Merci d’avoir choisi un de nos produits. 

Avant d’employer le produit, n’oubliez pas de lire le‘‘Mode d’emploi", 
et en particulier les “Notes pour la securite", aussi bien que le "Mode 
d’empio ド ， de I’appareil photo numerique. Apr を s les avoir lus, gardez-les 
a proximite afin de pouvoir les consulter facilement a tout moment. 


■ Dans ce document, les icones 
montrees ci-dessous sont 
employees pour indiquer la 
severite des blessures ou des 
dommages qui peuvent r を suiter si 
I’information indiquee par I’icone 
est ignoree ou si le produit est 
manipule defa^on incorrecte. 


A 


Cette icons indique que 
願 IT 做 EMENTdesbIe 产 uresg.ra.ves. 

peuvent se produire si 
rinformation est ignoree. 


Cette icons indique que 

A ron risque d'etre biesse 
ATTENTION OU de provoquer des 

dommages materiels si 
rinformation est ignoree. 


■ Les icones illustrees, 
ci-dessous, sont utilisees 
pour indiquer la nature des 
informations que vous devez 
observer. 

A 

Les icones triangulaires 
informent I'utilisateur 
d'information demandant 
une importante attention 
("Important"), 

Q 

Les icones circulates barrees 
en diagonal© vous informent que 
I'action indiquee est interdite 
("Interdite"). 

O 

Les cercles entourant un 
point d'exclamation informent 
I'utilisateur qu'une action doit 
etre effectuee ("Req 山 s"). 


/K AVERT 旧 SEMENT 


當 

demontezpas. 

N’essayez jamais de modifier ou 
de demonter I’appareil photo. 

Cela risque de causer des fuites 
d'eau. 

Q 

Ne mettez pas I’appareil photo 
sur une surface inclin さ e ou 
mobile. 

Cela risque de fair© tomber ou 
de casser I'appareil et egalement 
cela risquerait de causer des 
blessures ou des degats. 

Q 

N’utilisez que la batterie 
indiquee pour I’appareil photo. 

L utilisation d'autres sources 
d'energie pe 山 causer un incendie. 

0 

N'utilisez que la batterie indiquee. 
Chargez la batterie en respectant 
la marche a suivre de I'indicateur. 


Ne chauffez pas, ne mod け iez 
pas et n’essayez pas de 
demonter la batterie. 

Ne laissez pas tomber ou ne 
soumettez la batterie a aucun 
impact. 

Ne court-circuitez pas la 
batterie. 

Ne stockez pas la batterie a 
cote de produits metalliques. 
N’employez pas de chargeur 
autre que le mod ら le indique 
pour charger la batterie. 

し 3 non conformite aux 
instructions ci-dessus risque 
de provoquer I’ ろ clatement de la 
batterie, ainsi que des fuites, du 
feu ou des blessures. 


Q 
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Ne laissez pas des cartes 


o 

xD.Picture Cards a cote de 
jeunes enfants. 

Pares qu'elles sont petites, 
ces cartes peuvent etre 
accidentellement aval ろ es. 

N'oubliez pas de Stocker ces 
cartes hors de portee de jeunes 
enfants. Si un enfant avals une 
carte xD-Picture Card, consultez 
immediatement un medecin. 

Q 

Ne laissez pas cet appareil a 
cote de jeunes enfants. 

Ce produit peut causer des 
blessures s'il se trouve dans les 
mains d'un enfant. 

Q 

N'employez pas I’appareil 
photo pour regarder le soleil. 

Cela peut endommager votre vue. 

Q 

Faites attention lorsque vous 
utilisez ie caisson etanche 
avec la dragonne. 

Cela risque de fairs ballotter le 
caisson inopinement, entrainant 
des dommages ou des blessures. 

Q 

Ne laissez pas I’appareil 
photo sous-marin dans la 
lumiere du soleil directe 
ou dans des endroits aux 
temperatures extremes. 

Si la pression a I'interieur du 
caisson est elevee due a la 
chaleur, le couvercle peut s’ouvrir 
brutalement et causer des 
dommages ou des blessures. 

Q 

Le gel de silice ou la graisse 
utilises avec ce produit ne 
doivent pas etre manges. 

Si ceux-ci sont portes a la 
bouche ou manges, consultez 
immediatement un medecin. 


/j\ ATTENTION 

Q 

Ne laissez pas tomber le 
produit et ne le cognez pas 
contre des objets durs. 

Cela peut fendre le produit et 


causer des fuites d'eau. 


Enlevez la batterie lorsque 


o 

vous nettoyez I’appareil photo 
ou lorsque vous ne I’employez 
pas pendant une longue 
periode. 

Sinon, la batterie risquerait de 
f 山 r ou de s'enflammer. 

0 

N’employez pas ie flash 
trop pres des yeux d’une 
personne. 

Cela peut temporairement 
affecter la vue. Faites attention, 
en particulier, lorsque vous 
photographiez des enfants. 

Q 

Ce produit ne doit etre 
ni ouvert ni ferme dans 
des endroits sableux ou 
poussiereux. 

Si un grain de sable ou de 
poussiere s’introduit dans le joint 
torique, cela risque de causer 
des fuites d'eau. 

Q 

Ne laissez pas le produit dans 
les endroits aux temperatures 
extr さ mement を levees ou 
basses. 

Cela risque de I'endommager. 

0 

S’il arrive que I’appareil 
photo so け mouille, enlevez 
immediatement la batterie de 
I’appareil photo. 

Q 

N’employez pas le produit a 
des profondeu 巧 excedant 40 
m au-dessous de la surface. 

Au-dela, il risque de se casser. 
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Preface 


• Fuji Photo Film S.A. n’accepte pas de responsabilite pour des pertes 
fortuites telles qu’elles soient (tels que des co 白 ts ou des pertes de revenu 
concernant la photographie) qui proviendraient de susceptibles defauts de 
ce produit. 

■ N’oubliez pas de lire ceci avant tout usage 

• Ce caisson etanche est congu pour I’usage sous-marin a une profondeur 
maximum de 40 m. Utilisez le avec soin. 

• Veuillez suivre les directives de ce mode d'emploi concernant la preparation 
du caisson etanche avant son utilisation, comment fairs un essai 
preliminaire, comment entretenir le caisson et comment I’entreposer apres 
utilisation. N'employez ce produit uniquement comme decrit dans ce mode 
d’emploi. 

• Fuji Photo Film S.A. n’indemnisera aucun dommage cause a I’appareil 
photo numerique ou aucune perte fort 山 te causes par rutilisation incorrecte 
du caisson etanche. 

• Fuji Photo Film S.A. ne compensera aucune blessures, morts ou degats 
materiels causes pendant I'utilisation. 

Accessoires inclus 


Dragonne (1) 



Graisse de silicone speciale (1) 


Stylet(1) 

(pour lib か er le bouton d’ouverture 
et enlever le joint torique) 


厂巧视船。 ) 

\° 嚇 紙" 1 」 


Plaque de diffusion flash (1) 


Paquet de gel de silice (3) 



Mode d’emploi (cette brochure) 
Guide d’entretien rapide 


F で>2。>巧 
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しを gende 


[Molette de modes] 



OM Manuel 
巧 Video 


Declencheur 


Poignee 

Fenetre d'objectif 
Anneau d'objectif 


O AUTO 

O/SP Position de scene 
娜 Anti-flou 

A/S Priori お ouve け ure AE/Priorite vitesse AE 


Touche "POWER" 



Bouton de verro 山 llage 
superieur 
Blocage du bouton 
d'ouverture / fermeture 
Bouton d'ouverture / 
fermeture 

Rainure de la plaque 
de diffusion flash 


Monture de la 

Paresoleii dragonne Capot inteneur du LCD 
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Touche T (teleobjectif) 


Touche 因 Lecture 


Touche {F) 
mode photos 



Fen な re d'ecran 
LCD 


▲ ▼か Touche de direction 
[Photographie] 

イ /A Touche macro 
►/4 Touche flash 

▲/; が Touche de vision en faible eclairage 
▼/の Touche retardateur 


Touche MENU/OK 


[Lecture] 
▲/^Touche efface 


し es fonctions d'unite operatoires correspondent aux operations 
individuelles de Pappareil photo. Verifiez les fonctions de I'unite dans le 
"Mode d’emploi" de I’appareil photo numerique. 

Une feuille de protection recouvre la fenetre d'ecran LCD lors de votre 
achat. N’oubliez pas d’enlever cette feuille avant I’emploi. 
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Essai preliminaire du caisson 


Faire un essai preliminaire dMmmersion du caisson etanche 
avant d’y placer I’appareil photo numerique 


1 Examinez rexterieur du caisson etanche pour verifier s'il n’y a 
aucune fissure ou defaut. 


2 Ouvrez le caisson etanche en utilisant le stylet (livree avec le 
caisson). 




① Lib ろ rez le blocage du bouton 
d'ouverture/fermeture. 

② Tournez le bouton d’ouverture/ 
fermeture dans la direction de 
la fleche "OPEN" pour ouvrir le 
caisson お anch 色 . 

の Vous pouvez egalement utiliser le 
regleur de la dragonne si vous ne 
possedez pas le stylet (P.15). 


o Examinez I’int も rieur du caisson etanche pour les points suivants : 


Joint torique 



S’assurer qu’il n’y a pas de fissures 
(en particulier autour du joint 
torique) 

S’assurer que le joint torique est 
install 合 correctement {pour installer 
correctement le joint torique, voir 
R24.) 

S’assurer que le joint torique n’a 
aucune eraflure ou fissure, et qu’il 
n'est pas deforme, tordu, detache, 
etc. 

S’assurer que ni du sable ni des 
particules etrangeres ne sont 
colles au joint torique 
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4 Essuyez avec un morceau de tissu doux et non pelucheux les 
corps etrangers qui sont colles sur le joint torique entier. (Fig. 
Position A) 

(T) Si vous utilisez du papier de sole ou des mouchoirs en papier, verifiez bien 
que de fines fibres ne se deposent pas sur le joint. 



Joint torique 

5 Verifiez le joint torique installe. 

Verifiez que le joint torique de I'avant (blanc) est bien installe. 

En touchant le joint torique au bout d’un doit, confirmez qu’il n’y a aucune 
ondulation. Si c’est le cas, le joint torique peut etre tordu. Posez-le de 
nouveau en vous referant a la P.24. 

Joint torique po^ecote avant (blanc) ①化。百 risquez d,avoir des fuites d'eau 
— Si le joint torique est tordu, sorti, ou 

recouvert de corps etrangers. 



Verifiez que le joint torique du dos (orange) est bien installe. 

S'il n’est pas pose completement, posez-le de nouveau en vous referant 
ala R25. 

Joint torique pour le dos (orange) 



FR>Z^>IS 


FR-9 

































Essai preliminaire du caisson 


6 


7 


公 


Si vous etes assure que tout est en ordre, appliquez la graisse 
de silicone special avec un doigt propre. Ensuite, assurez-vous 
que la graisse de silicone est etalee egalement sur le joint 
jusqu'a ce qu’H soil completement graisse. 


joint torique 



(2) N'utilisez que la graisse de silicone 
speciale qui est fournie. 

(T) Apres avoir applique la graisse, 
examinez qu'aucun grain de sable 
ou autres substances ne sont colies 
au joint torique. 


① Fermez le caisson etanche et 
tournez le bouton d’ouverture/ 
fermeture dans la direction de la 
fleche "CLOSE" pour le fermer. 

② Bloquez le bouton d’ouverture/ 
fermeture. 




Mettez le caisson etanche vide dans une bassine ou une 
baignoire remplie d’eau et assurez vous qu’il n’y a pas de fuites 
d’eau. Pour verifier le montage des joints toriques, voir la R13. 


/I ~\ 

—— 

/ 


mj 


グ 


— 51 des gouttetettes d’eau sont detectees ... - 

① Enlevez immediatement le caisson etanche de I’eau et sechez en I'exterieur. 
(D Verifiez qu’il n，y a aucune fissure dans le corps du caisson etanche. 
Examinez le joint torique pour vous assurer qu’il n’y a pas de particules 
な rang を res, de defauts, fissures, deformations ou torsions. Examinez 
egalement la rainure du joint torique pour vous assurer qu’aucune 
particule etrangere ne s'y soit glissee. 

⑤ Si tout est bien, recommencez en 山 ilisant le precede detaille en P.8. 

(?) Si vous trouvez des anomalies dans le caisson etanche, arretez 

immediatement de I'utiliser et prenez contact avec votre revendeur FUJIFILM. 
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Mettre I’appareil photo numerique dans le 
caisson etanche 


Avant installation, effectuez les verifications suivantes : 

• Pour utiliser la capacity totals de la batterie lorsque vous prenez des photos 
sous-marines, chargez la batterie entierement avant utilisation. 

Duree de recharge complete de la batterie lorsqu’elle est 
completement epuisee 
NP-95 : environ 4 heures 

• Verifiez combien de nouvelles photos peuvent etre stockees sur la carte 

xD-PIcture Card. 

• Enlevez la dragonne de I’appareil photo numerique. し ’ us 吕 ge de I'appareil 
photo dans le caisson etanche avec la dragonne peut causer des fuites 
d'eau. 

1 Preparez I’appareil photo et le caisson etanche. 

① Mettez I’appareil photo hors 
t 色 nsion. 

® Mettez la mole け e de mode de 
I'appareil photo et la molette de 
modes du caisson etanche sur 
■雪’. 


么 Ouvrez le caisson etanche (P.8)，puis inserez I’appareil photo. 

Glissez I’appareil photo dans 
le caisson jusqu'a ce qu'il soit 
correctement bloque. 

Verifiez si les molettes Mode sur 
I'appareil photo et sur le caisson 
etanche sont correctement 
bloquees. 
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Me け re I’appareil photo numerique dans le caisson etanche 


o Inserez le paquet de gel de silice dans I’espace, sous la base de 
I’appareil photo. 


Paquet de gel de silice 



の Assurez vous que le paquet de gel 
de silice soit correctement install も 
S'il est incompletement insere, il 
empechera le joint torique d'agir et 
I’eau entrera. 


4 Assurez-vous des points suivants avant de farmer le caisson 
etanche. 



Aucune partie du paquet de gel de 
silice ne doit depasser. 

II ne doit y avoir aucune poussiere, 
cheveux, ou autres corps が rangers 
sur le joint torique, dans la rainure 
du joint torique, ou sur le cote du 
caisson etanche qui correspond au 
joint torique. 

し ’ appareil photo doit etre 
correctement pose et aligne dans 
le caisson etanche. 


5 し orsque toutes les verifications sont effectuees, refermez le 
caisson etanche (R10). 

一 Verifiez que la touche "POWER" de I'appareil photo et la molette de modes 
peuvent etre correctement actionnes en utilisant les commandes du 
caisson. 


— Pour を Viter les Tuites d’eau 

Toutes les particules etrangeres 
attach ろ es au joint torique peuvent 
causer des fuites d’eau. Enlevez- 
les (voir R22). Si vous ne pouvez 
pas les enlever, remplacez le joint Cheveux Fibres Sable 
torique par un neuf. 
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Effectuez un essai final 


Effectuez un essai final d'immersion du caisson etanche apres montage de 
I'appareil photo numerique. Verifiez si vous apercevez des fuites d’eau lorsque 
vous immergez le caisson dans une bassine ou une baignoire remplie d’eau. 
Si besoin est, c'est-a-dire si vous apercevez une fuite d’eau, soyez pret a 
retirer I’ensemble immediatement de I’eau (afin de proteger I'appareil photo a 
rinterieur). 


Immergez I’ensemble dans I’eau pendant 30 secondes. 

Si vous voyez un ecoulement 
continu de bulles d'air a partir du 
joint du caisson etanche dans 
I’eau, ceci indique une fuite. 

Si, au contraire tout va bien, 
actionnez les boutons et prennez 
quelques photos d’essai dans 
r 色 au. 



2 Apres avoir sou I eve doucement le caisson etanche hors de 
I’eau, verifiez attentivement ce qui suit: 

Gouttelettes d’eau pres du joint du 
caisson etanche. 

Traces d’eau を rinterieur du 
caisson etanche. 



FR>Z^>IS 


FR-13 



















Me け re I’appareil photo numerique dans le caisson etanche 


— SI des gouttelettes d’eau sont detectees ... - 

① Enlevez immediatement le caisson etanche de I’eau et sechez en 
I'exterieur. 

@ Enlevez I’appareil photo numerique du caisson etanche. Si vous 
voyez des gouttes d’eau sur I’appareil photo numerique, essuyez-les 
immediatement. 

③ Verifiez qu’il n，y a aucune fissure dans le corps du caisson etanche. 
Examinez le joint torique pour vous assurer qu’il n’y a pas de particules 
etrangeres, de defauts, fissures, ou deformations ou torsions. Examinez 
egalement la rainure du joint torique pour vous assurer qu’aucune 
particule etrangere ne s'y est glissee. 

④ Si tout est bien, recommencez en utilisant le precede detaille en R8. 

の Si vous trouvez des anomalies dans le caisson etanche, arretez 
immediatement de I’utiliser et prenez contact avec votre revendeur 
FUJI 円 LU. 

① Si I’eau est entree dans le corps de I’appareil photo, cessez 

immediatement de I'utiliser et prenez contact avec votre revendeur 
FUJIFILM. Utiliser i’appareil photo dans un etat defectueux peut causer 
une decharge electrique ou un debut d'incendie. Ne I’utilisez jamais 
dans cet etat, dans aucune circonstance. 

N'importe quel genre de particule 
etrangere attach ろ e au joint torique 
peut causer une fuite d’eau. Enlevez 
les particules etrangeres en suivant 
les instructions donn 谷 es 飢 P.22. Cheveux Fibres Sable 
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Fixation de la dragonne 


1 Fixez la dragonne au caisson etanche. 




Attachez la dragonne au caisson 
etanche comme montre en (D et 


2 Serrez-la bien autour de votre poignet. 




① Mettez votre main et votre poignet 
a rinterieur de la dragonne. 

② Pour reduire le risque de laisser 
tomber I’appareil photo, serrez la 
dragonne autour de votre poignet a 
I'aide du regleur. 


Ouverture du caisson etanche a I’aide du regleur de la 
dragonne 

し ors de I’ouverture du caisson etanche, vous pouvez egalement utiliser le 
regleur de la dragonne si vous ne possedez pas le stylet. 


が 、 M 




① Inserez I’onglet du regleur comme 
indique dans rillustration. 

感 し ib6rez le blocage du bouton 
d’ouverture/fermeture. 

の N'utilisez pas le regleur de la 
dragonne pour retirer le joint 
torique. Des fuites d’eau risquent 
de se produire si le joint torique est 
endommage ou contamine par les 
particules etrangeres. 
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Installation de la plaque de diffusion flash 


Installez la plaque de diffusion flash fournie. 

Si la plaque n'est pas installee, I’objectif risque de bloquer la lumiere du flash 
et la partie inferieure droite du sujet risque d'etre sombre (effet eclipse). 

■ Pour installer la plaque de diffusion flash 



Fixez la dragonne de la plaque de 
diffusion flash au caisson etanche 
comme indique dans les schemas 
CDet 霞 . 

(!) Veillez a ne pas coincer la dragonne 
lorsque vous ouvrez ou fermez le 
caisson etanche. 


Bouton de 



Inserez la nervure en forme de し 
de la partie inferieure de la plaque 
de diffusion dans la rainure situee 
a I’avant du caisson etanche, puis 
fixez la plaque a I’aide du bouton de 
verro 山 llage superieur. 


■ Pour retirer la plaque de diffusion flash 



Tirez la plaque de diffusion vers 
vous tout en soulevant le bouton de 
verrouillage superieur, puis retirez-la. 



Si vous n’arrivez pas a retirer la 
plaque de diffusion flash en suivant 
la procedure decrite ci-dessus, 
soulevez-la par le bas. 
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Prises de vues 


En utilisant le caisson etanche, vous pouvez prendre des photos jusqu'a 
40 m sous I’eau. 

し es fonctions de I'unite correspondent a celles de I'appareil photo. Pour 
obtenir les instructions de fonctionnement ou pour connaitre les fonctions 
de I'appareil photo, reportez-vous au mode d’emploi fourni avec I'appareil 
photo. 


Mettez I’appareil photo sous tension. 

Appuyez sur la touche "POWER". 



と Selectionnez le mode Photographie. 


W 


© 



① Reglez la molette de modes sur la 
position desiree. 

② Verifiez le mode sur I'ecran し CD. 


Prenez quelques photos avant de 
mettre le caisson dans I’eau. 
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Prises de vues 


3 Tenez le caisson etanche fermement avec les deux mains. 

の Tenez fermement I'appareil photo en prenant soin de ne pas obstruer 
Fobjectif ou le flash (plaque de diffusion) avec vos doigts ou avec la 
dragonne. Si I'objectif ou le flash (plaque de diffusion) est obstrue, le sujet 
risque de se retrouver hors champ ou la luminosite (exposition) de votre 
photo ne sera pas optimal©. 



4 Effectuez des prises de vues. 

① Appuyez a mi-course sur le 
declencheur pour faire la mise 
au point. 

① II n’est pas possible d’appuyer さ 
mi-course sur le declencheur en 
mode Video. 


感 Appuyez a fond sur le declencheur 
pour prendre une photo. 




A propos du mode PLONGEE 



Reglez le mode Photographie sur 
"如 PLONGEE". Les couleurs 
bleues en arri も re-plan ressortent 
parfaitement. 

の Pour plus conformations, reportez- 
vous au mode d'emploi fourni avec 
I’appareil photo. 
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Apr を s les prises de vues (stockage) 


Mettez I’appareil photo hors tension. 



Appuyez sur la touche "POWER" pour 
mettre I'appareil photo hors tension. 
① Assurez-vous que I’alimen ね tion 
electrique est vraiment coupee. 


と k Tissue des prises de vues, remplissez immediatement un seau 
ou tout autre recipient d’eau douce pour enlever I’eau de mer 
sal ろ e. 


Veillez a bien rincer I'exterieur du 
caisson etanche en remuant reau a 
la main. 

① Si du sel rest© sur le caisson, cela 
peut causer de la corrosion, des 
defauts de fonctionnement et autres 
problemes. 



O Essuyez soigneusement les gouttelettes d’eau sur le caisson 
etanche. 


En particulier, essuyez 
soigneusement les gouttelettes du 
joint du caisson etanche. 

の Utilisez un morceau de tissu doux et 
non pelucheux ou quelque chose de 
semblable. 

の Enlevez les gouttelettes d’eau 
sous le declencheur, le bouton 
d'ouverture/fermeture, etc. 
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Apr を s les prises de vues (stockage) 


4 Sortez I’appareil photo du caisson etanche. 



① Liberez le blocage du bouton 
d'ouverture/fermeture. 

感 Tournez le bouton d'ouverture/ 
fermeture dans la direction de la 
fleche "OPEN", ouvrez lentement le 
caisson etanche afin que des gouttes 
d’eau ne tombent pas dans I’appareil. 

① Avant d’ouvrir le caisson etanche, 
assurez-vous que vos mains et vos 
cheveux sont secs et que hen ne 
s'egouttera sur I’appareil photo et a 
rinterieur du caisson etanche. 

(T) Si vos mains sont mouillees, veuillez 
absolument a ne pas toucher 
I’appareil photo ou la batterie. 

① N’ouvrez pas le caisson etanche dans 
des endroits ou rinterieur pourrait etre 
mouille ou recevoir du sable. 


夕 



⑤ Sortez I’appareil photo du caisson 
etanche. 


Apr も s avoir veriTie qu’il n’y a aucune gouttelette d’eau ou 
particule お rang を re sur le joint torique, fermez le caisson etanche 
et tournez le bouton d’ouverture/fermeture dans la direction de 


la fleche "CLOSE" pour le sceller et le rendre etanche. Lavez-le 
completement avec de I’eau douce de nouveau. 



Essayez d’enlever tout sel rest ろ 
en tournant legerement les divers 
touches dans I’eau. 

Nous vous r 色 commandons d 巨 I 色 
laisser tremper dans de I’eau claire 
environ 1 heure. 

① Si le caisson est stock ろ avec des 
gouttes d'eau salee a I'exterieur, 
les cristaux de sel obstrueront le 
mouvement du bouton d’ouverture/ 
fermeture ainsi que d’autres pieces. 
Ceia peut egalement entrainer de la 
corrosion. 
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6 Essuyez soigneusement les gouttelettes d’eau sur le caisson 
etanche. 



の Utilisez un morceau de tissu doux et 
non pelucheux ou quelque chose de 
semblable. 

の Enlevez les gouttelettes d’eau 
sous le declencheur, le bouton 
d'ouverture/fermeture, etc. 


/ Ouvrez legerement le caisson etanche et sechez-le dans un 
endroit frais hors de la lumiere direct© du soleil. Apr も s avoir 
seche le caisson, mettez-le ou il ne sera pas directement 
exposes a la lumiere du soleil. 






の N'employez pas un seche-cheveux, 
de I’air ti を de ou chaud, ou la lumiere 
directs du soleil pour secher le 
caisson etanche. 


Si le caisson etanche n’est pas utilise pendant longtemps, retirez le joint 
torique et conservez le caisson etanche en securite. Pour retirer le joint 
torique, voir la R22. 
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Entretien 


Entretien apres utilisation 


Faites toujours ceci juste apres I'utilisation du caisson etanche. Verifiez que 
le joint torique n，a subit aucune fissure ou deterioration causee par des 
particules etrangeres. 

1 Retirez le joint torique du caisson etanche. 



Joint torique pour le face avant (blanc) 



① Ins ろ rez le stylet entre le joint 
torique et la rainure du joint torique. 

感 Ins ろ rez le bout du stylet sous 
le joint torique. Ne pas rayer la 
rainure avec le bout du stylet. 

③ Saisissez le joint torique entre vos 
doigts et enlevez-le du caisson 
etanche. 


Joint torique pour le cote dos (orange) 
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2 Retirez la graisse et les particules, telles que fibres ou sable, du 
joint torique. 

① Essuyez les particules du joint 
torique a I’aide d’un chiffon doux et 
non pelucheux. 

② Apr を s avoir rince le joint torique 
a I'eau claire, sechez-le sans 
I’essuyer 吕 fin d'empecher que des 
fibres s’y attachent. 

V ' I ' 

O Prenez le joint torique et glissez vos doigts dessus, 

soigneusement et en exergant une legere pression tout le long 
pour verifier qu’il n’y a ni bosselures ni dommages ou fissures 
causes par des particules 到 rang も res (vous pouvez sentir ces 
derniers avec le bout du doigt). 




の Faites attention, lorsque vous tirez le 
joint torique, de ne le detendre en le 
tirant trop fort. 


Examples des particules etrangeres et de dommages 



Cheveux Fibres Sable Eraflures causees Defaut Fissure 

par des particules 
etrangeres 


4 Enlevez toutes les particules etrangeres de la rainure du joint 
torique en utilisant un coton tige ou une brosse a dents. 

Verifiez soigneusement qu’aucunes 
fibres du coton tige ne so け laissees. 
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Entretien 


5 Enduisez le joint torique avec la graisse specials. 



Pour appliquer uniformement la 
graisse de silicone sur le joint torique, 
serrez le tube pour sortir environ 5 
mm de la graisse fournie. Mettez- 
la dans un s 旦 c plastique prop 广 e 
(d’environ 10 cm x 20 cm) et malaxez- 
la completement. Apr を s, mettez le 
joint torique dans le sac plastique et 
continuez de malaxer jusqu'a ce que 
le joint soit completement couvert 
de graisse. Le sac plastique peut 
etre employe plus d’une fois s'il est 
maintenu propre. 


6 Posez le joint torique du cote avant (blanc). 



Pour une installation correct©，verifiez 
I'autocollant (blanc) a I'interieur du 
caisson etanche. 



joint torique 
(blanc) 



Joint torique 


(blanc) 


Posez le joint torique du cote avant 
dans le caisson etanche et ensuite 
verifiez qu’il n’est pas tordu. 

S’il n’est pas tordu, installez-le 
attentivement afin qu’il n，y ait ni corps 
etrangers ni poussiere. 
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7 Posez le joint torique du dos (orange). 



Pour une installation correcte, verifiez 
I’autocollant (orange) a I'interieur du 
caisson 6tanch 色 . 



Appliquez le cote plat du joint torique 
a la base de la rainure. 


•Coupe du joint 
torique 


•Coupe de la 
rainure 


fL と 


Cote plat 


Base de la 
rainure 


♦円 gure 
d'installation du 
joint torique 

►幽 


Verifiez lors de I'installation que le 
joint torique n’est pas tordu, pile, 
faisant saillie hors de la rainure. 

の Verifiez si les deux joints toriques 
sont bien installs. 


O Lors de la maintenance du joint torique, veillez particulierement a eviier de 
mettre de la graisse sur la fenetre d'objectif et sur la fen を tre de moniteur LCD. 

Si la fenetre d'objectif ou la fenetre I'ecran し CD est sale, essuyez-la doucement 
avec un chiffon doux et sec. 
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Notes pour employer le caisson etanche 
correctement 


• N’employez pas, et ne gardez pas non plus le caisson etanche a des 
temperatures depassant +40 °C. 

• Ne I’employez pas dans de I’eau dont la temperature excede +40 °C, car 
alors il pourrait fuir. 

• N’employez pas du diluant, benzene, alcool, ou d’autres produits chimiques 
volatils pour le nettoyage. Lapplication de tels produits chimiques sur le 
caisson etanche peut en endommager la surface, et causer des fissures 
sous haute pression. 

• Ne surchargez pas la monture de trepied. 

• Ne cognez pas, ne donnez pas compacts forts au caisson etanche. 

• Ne jettez pas le caisson etanche dans I’eau. 

• Si vous employez le caisson etanche dans I’eau de mer, lavez-le dans un 
seau d’eau douce pour en enlever le sel, tandis qu’il est encore ferme et 
etanche. Sechez ensuite I'exterieur du caisson, en utilisant un morceau de 
tissu sec et doux. 

• Ce produit est congu pour etre employe dans I'eau comme caisson etanche. 
Ne le laissez pas, ne le stockez pas non plus avec I’appareil photo a 
I'interieur : la batterie peut fuir et m さ me declencher un feu. 

■ Pour eviter des fuites d’eau 

Si ce caisson fuit tandis que vous I’employez et mouille I’appareil photo 

numerique a I'interieur, Tappareil photo ne peut pas etre repare. Prenez les 

precautions suivantes avant utilisation. 

• La vie standard d’un joint torique est d’environ un an, bien qu’elle depende des 
conditions d’utilisation. Changez le joint torique par un neuf une fois par an. 

• Les particules etrangeres attrapees par le joint torique peuvent causer une 
fuite d’eau. Essuyez-les, en verifiant qu’aucune fibre n’est collee au joint 
torique. Si une particule etrangere ne peut pas etre enlevee facilement, 
essayez de I'enlever en lavant dans I’eau. 

• Si le joint torique est raye, fendu, decolore ou deforme, remplacez-le par un neuf. 

• Lors du remplacement du joint torique, nettoyez d’abord la rainure du joint 
torique et verifiez qu’elle est exempts de grains de sable, de poussi さ res, de 
cheveux ou polls, et d’autres particules etrangeres. 

• Pour le joint torique, employez la graisse de silicone de la marque specifiee 
qui est recommandee par FUJIFILM. 

• Si le joint torique n’est pas pose correctement, une fuite d’eau peut se 
produire. En mettant le joint torique, veuillez a ce qu’il rests bien dans la 
rainure et qu’il ne soit ni tordu ni debordant la rainure (P.24). 

• Ne laissez pas le caisson etanche a la lumiere du soleil direct© en ete, 
dans un vehicule ferme, ou a cote d'equipement de chauffage. N’appliquez 
aucune force extern© pendant une longue duree au caisson etanche. 

La deformation causee par la chaleur ou la force peut causer une perte 
d'etancheite, le rendant inutilisable dans I'eau. 

• Faites attention de ne pas endommager le joint torique ou le cote qui 
le touche en frappant ou en laissant des particules etrangeres (sable, 
poussiere ou cheveux) entre eux. 
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• N'ultisez le caission etanche qu’apres un essai d'immersion et un essai 
final. 

• Si vous avez trouve des signes de fuite d’eau tout en prenant des photos, 
retirez immediatement le prod 山 t hors de I’eau. Examinez la cause et prenez 
les mesures appropriees. 



Carac お ristiques 


Appareil avec 
lequel le produit 
devrait etre utilize 

Appareil photo numerique de FinePix F30/FinePix 

F31fd 

Resistance a la 
pression 

Jusqu'a 40 m de profondeur dans I’eau maximum 

Materiaux 

Caisse : polycarbonate transparent 

principaux 

Fenetres d'objectif : Verre trempe 

Dim 色 nsions 
{W X H X D) 

129 mm x 94 mm x 96 mm (accessoires compris) 

Poids 

Environ 295 g (I’appareil photo et les accessoires ne 
sont pas inclus.) 


ホ Sous reserve de modifications sans preavis. FUJIFI し M n'acceptera aucune 
responsabilite a la suite de deg る ts eventueis proventuels provenant d'erreurs 
dans ce mode d'emploi. 
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Sicherheitshinweise 


Vielen Dank fur den Kauf dieses Produktes. 

Bevor Sie dieses Produkt verwenden, iesen Sle unbedingt diese 
Bedienungsanleitung, insbesondere die Sicherheitshinweise und ebenfalis die 
Bedienungsanleitung fur die Digitalkamera. Nachdem Sie diese durchgelesen haben, 
halten Sie diese zur Hand, so dass Sie dort jederzeit schnell nachschlagen konnen. 


■ Die folgenden Symbols werden 
in diesem Dokument verwendet, um 
den Schweregrad der Verletzungen 
Oder Sch ま den anzuzeigen, die 
entstehen konnen, wenn die mit dem 
Symbol gekennzeichnete Information 
ignoriert Oder das Produkt nicht 
ensprechend bedient wird. 

Dieses Symbol zeigt an, 

A warnung dass es bei Nichtbeachtung 
der Information zu schweren 
Verletzungen fCihren kann. 

Dieses Symbol zeigt an, dass 

A es bei Nichtbeachtung der 
VORSICHT Information zu pers 加 lichen 
Verletzungen Oder 
Sachschaden fCihren kann. 


■ Die folgenden Symboie zeigen 
die Art der zu beachtenden 
Information an. 

A 

Dreieckige Symboie weisen den 
Benutzer auf eine Information 
hin, die beachtet werden muss 
("Wichtig"). 

Q 

Kreisformige Symboie mit einem 
灶 agonalen Strich weisen den 
Benutzer darauf hin, dass die 
angegebene Aktion verboten ist 
("Verboten"). 

O 

Gefullte Kreise mit einem 
Ausrufezeichen weisen den 
Benutzer auf eine MaBnahme 
hin, die durchgefiihrt werden 
muss ("Erforderlich"). 


/j\WARNUNG 


Versuchen Sie niemals, dieses 
Produkt zu mod け izieren Oder 
II 師 auseinanderzunehmen. 

a 阳 irai ゎ阳 tan, Dies kann zu Wassereintritt fuhren. 


Q 


Legen Sie dieses Produkt nicht 
auf eine schrage Oder sich 
bewegende Obe けほ che. 

Dies kann dazu fuhren, dass das 
Produkt herunter- Oder um ほ lit 
und Sch さ den Oder Verletzungen 
verursacht. 


Verwenden Sie nur Akkus, die 
fur den Gebrauch mH dieser 
へ '^ Kamera spezifiziert sind. 

Die Verwendung von anderen 
Stromquellen ksnn zu 
Feuergefahr fuhren. 

Verwenden Sie den Akku nur 

Q auf die spezifizie け e Weise. 

Laden Sie den Akku gemaB der 
Anzeige. 

Diesen Akku niemals erhitzen 
Oder modifizieren und niemals 
versuchen, ihn zu zerlegen. 
Lassen Sie den Akku nicht 
fallen, und setzen Sie ihn 
ketnen St 扫 Ben aus. 

SchliefBen Sie den Akku nicht kurz. 
Lagern Sie den Akku nicht 

Q zusammen mit anderen 
metallischen Produkten. 
Verwenden Sie zum Aufladen 
des Akkus keine anderen 
し adeger さ te als das dafiir 
spezifizierte Modell. 

Wird eine der oben aufgefuhrten 
Anweisungen nicht beachtet, 
kann der Akku explodieren Oder 
auslaufen und somit Feuer Oder 
Verletzungen verursachen. 
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Halten Sie die xD’Picture 
Cards auDerhalb der 
Reichweite von Kleinkindern. 
Da die xD-Picture Cards klein 
sind, k 扫 nnen sie versehentlich 
verschluckt werden. Bewahren 
Sie die xD-Picture Cards 
unbedingt auBerhalb der 
Reichweite von Kleinkindern auf. 
Falls ein Kind eine xD-Picture 
Card geschluckt hat, wenden 
Sie sich sofort an einen Act. 

AuBerhalb der Reichweite von 
Kleinkindern halten. 

Dieses Produkt kann in den 
Handen eines Kindes zu 
Verletzungen fuhren. 

Verwenden Sie nicht die 
Kamera dazu, urn in die Sonne 
zu biicken. 

Es kann zur Beschadigung Ihrer 
Augen fuhren. 

Seien Sie vorsichtig, wenn 
Sie das Unterwassergeh さ use 
mit angebrachtem Handgurt 
verwenden. 

Dies konnte zu unerwarteten 
Schwingungen des Geh る uses 
fuhren und infolgedessen 
Schaden Oder Verletzungen 
verursachen. 

Belassen Sie das 
Unterwassergeh さ use nicht 
in direktem Sonnenlicht Oder 
an Orten mit extrem hohen 
Temperaturen. 

Falls der Druck im Inneren des 
Geh る uses aufqrund der Hitze 
ansteigt, kann sich der Deckel 
schlagartig offnen und zu 
Verletzungen fuhren. 


Avorsicht 




Q 


Q 


Q 


Essen Sie nicht das fur den 
Gebrauch mit diesem Produkt 
bestimmte Silikagel Oder Fett. 

Falls Silikagel Oder Fett in Ihren 
Mund gelangt Oder verschluckt 
wird, wenden Sie sich sofort an 
einen Arzt. 


Q 


Q 


O 


Lassen Sie dieses Produkt 
nicht fallen, Oder schlagen Sie 
es nicht gegen harte Objekte. 

Dadurch konnte das Produkt 
Sprung© bekommen und 
Wassereintritt verursachen. 

Nehmen Sie den Akku aus der 
Kamera,wenn Sie die Kamera 
reinigen Oder vorhaben 冲 ese 
fur ■自 ngere Ze け nicht zu 
gebrauchen. 

Nichteinhaltung dieser 
MaRnahme kann zum Auslaufen 
des Akkus Oder zu Feuergefahr 
fuhren. 

Verwenden Sie das Btitzlicht 
nicht zu nahe an den Augen 
einer Person. 

Die Sehkraft kann 
vorubergehend beeintr さ chtigt 
werden. Lassen Sie besondere 
Vorsicht waiter, wenn Sie Babys 
Oder Kleinkinder fotografieren. 

Offnen Oder schlieBen Sie 
dieses Produkt nicht an 
sandigen Oder staubigen 
Orten. 

Falls ein Sandkorn Oder Staub 
an dem 0-Ring haftet, kann es 
zu Wassereintritt fuhren. 






Belassen Sie dieses Produkt 
nicht an einem Ort mit 
extrem hohen Oder niedrigen 
Temperaturen. 

Dies kann zu Fehibetrieb fuhren. 


Q 


0 

Q 


Falls Wasser in die Kamera 
eintritt, entfernen Sie sofort 
den Akku aus der Kamera. 

Verwenden Sie dieses 
Produkt nicht in Tiefen von 
mehr als 40m unter der 
WasseroberfI さ Che. 

Es kann zu Fehibetrieb fuhren. 
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Vorbemerkungen 


Fuji Photo Film Co., Ltd. ubernimmt keine Haftung fur Verluste (wie z.B. 
die Kosten fur Fotoabzuge Oder den Verdienstausfall bei nicht gelungenen 
Fotos), die auf Fehler an diesem Produkt zuruckzufuhren sind. 

I Lesen Sie vor der Verwendung unbedingt das Folgende 

Dieses Unterwassergeh さ use ist fur eine Wassertiefe von bis zu 40m 
konstruiert. Behandeln Sie das Gehause vorsichtig. 

Bitte folgen Sie den Richtlinien in dieser Anieitung hinsichtlich der 
Vorbereitung des Unterwassergeh る uses vor der Verwendung, der 
vorlaufigen Kontrolle, der Wartung des Geh さ uses und der Aufbewahrung 
nach der Verwendung. Behandeln Sie dieses Produkt nur nach der 
Beschreibung dieser Anieitung. 

Fuji Photo Film Co., Ltd. entsch さ digt nicht fur etwaige Besch さ digungen der 
Digi ね Ikamera Oder Verluste aufgrund von ungeeigneter Verwendung des 
Unterwassergeh る uses. 

Fuji Photo Film Co., Ltd. entsch さ digt nicht fur personliche Verletzungen, 
Todesfolge Oder Sachschaden, die auf Mangel an diesem Produkt 
zuruckzufuhren sind. 


Mitgeliefertes Zubehor 


Handgurt (1) 



Ausbauwerkzeug (1) 

(zum Offnen des Drehkopfes / 


0-Ring-Entferner) 



Spezial-Silikonfett (1) 


Blitzdi け usorplatte (1) 



Silikagei-Packung (3) 


Bedienungsanie け ung 
(dieses Handbuch) 
Schnellwartungsanleitung 
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Bezeichnung der reile 


[Betriebsartenwahlrad] 



O Vollautomatik OM Manuell 

ゆ / SP Motivwahl 巧 Video 

がが ' Motivscharfe 

A/S Blendenautomatik/Zeitautomatik 


Ausloser 


Handgriff. 


Objektivfenster 

Objektivring 



POWER-Taste 
Obere Sperre 

Sperre des Offnungs- / 
さ chlieBknopfes 
Offnungs- / 
SchlieRknopf 

Blitzdiffusorplattennut 


- S ね tivgewinde 


Tragegurt- 

Sonnenblende Befestigungsbugel LCD-Innenblende 
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T (Tele-Zoom)-Taste 
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Vorbereitende Uberprufung des Geh さ uses 


Fuhren 5ie vor dem Einsetzen der Digitalkamera eine 
vorlaufige Eintauchprufung des Unterwassergeh さ uses durch 


1 Kontrollieren Sie die AuRenseite des Unterwassergeh も uses und 
stellen Sie sicher, dass weder Sprunge noch Kratzer vorhanden 
Sind. 


之 Offnen Sie das Unterwassergeh を use mit dem Ausbauwerkzeug 
(mitgeliefert). 




① Geben Sie die Sperre des 
OffnungsVSchlieBknopfes frei. 

② Drehen Sie den Offnungs-/ 
SchlieBknopf in Rich 山 ng "OPEN", 
um das Unterwassergeh る use zu 
offnen. 

(T) Wenn Sie nicht uber das 

Ausbauwerkzeug (S.15) verfugen, 
konnen Sie auch die Justierung des 
Tragegurts verwenden. 


3 


Kontrollieren Sie die Innenseite des Unterwassergeh さ uses auf 
Folgendes: 


0-Ring 



Sprunge (insbesondere rund um 
den 0-Ring) 

Richtige Positionierung des 
0-Rings {zum richtigen Einsetzen 
des 0-Rings, siehe S.24) 

Dass der 0-Ring keine Kratzer, 
Sprunge, Verformung, Verdrehung 
Oder Ablosung usw. aufweist 
Am 0-Ring haftende Sandkorner 
Oder Fremdkorper 
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4 Wischen Sie mit einem flusenfreien, weichen Tuch o . さ . evti. am 
0-Ring und an der Kontaktflache des 0-Rings (Abb. A Position) 
haftende Fremdkorper ab. 

の Falls Sie Kosmetiktucher zum Abwischen verwenden, achten Sie darauf, 
class keine feinen Fasern zuruckbleiben. 



0-Ring 


夕 


Uberprufen Sie den angebrachten 0-Ring. 


Kontrollieren Sie, wie der vorderseitige 0-Ring (we 旧 ） eingesetzt ist. 
Streichen Sie mit den Fingerspitzen uber den 0-Ring und stellen Sie 
sicher, dass sich dort keine Stufe befindet. Falls Sie eine Stufe fuhlen, 
konnte der 0-Ring verdreht sein. Setzen Sie ihn noch einmal nach der 
Anieitung auf S.24 ein. 


Vorderseitiger 0-Ring (weilB) 



① Falls der 0-Ring verdreht ist, sich 
aus der Nut gel 扫 st hat Oder ein 
Fremdk 扫 rper eingeklemmt wurde, 
kann dies Wassereintritt in die 
Kamera verursachen. 


Kontrollieren 窃 e, wie der hinterseitige 0-Ring (orange) eingesetzt ist. 

Falls der 0-Ring nicht vollstandig eingesetzt ist, setzen Sie ihn noch 
einmal nach der Anieitung auf S.25 ein. 


Hinterseitiger 0-Ring (orange) 
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Vorbereitende Uberprufung des Geh さ uses 


6 Falls alles in Ordnung ist, tragen Sie mit sauberem Finger das 
Spezial-Silikonfett aut Streichen Sie damit die Oberflache des 
0-Rings ein, bis sie vollstandig uberzogen ist. 

(T) Verwenden Sie nur das mitgelieferte 
Spezial-Silikonfett. 

の Kontrollieren Sie nach dem 
Auftragen des Fettes, ob keine 
Sandkorner Oder andere Substanzen 
am 0-Ring haften. 


/ SchlieRen Sie das Unterwassergeh さ use. 



8 




① SchlieBen Sie das 

Unterwa さ sergeh る use, und drehen 
Sie den OffnungsVSchlieBknopf 
in Richtung "CLOSE", um es 
abzudichten. 

② Sperren Sie den Offnungs-/ 
SchlieBknopf. 


Tauchen Sie das leere Unterwassergeh さ use in einen 
Wassertank Oder eine Badewanne ein, und kontrollieren Sie auf 
Wassereintritt. Wie Sie es kontrollieren sollen, lesen Sie auf S.13. 



— Falls Wassereintritt festgestellt wird ... 


① Nehmen Sie sofort das Unterwassergeh さ use aus dem Wasser und 
trocknen Sie die AuBenseite. 

② Stellen Sie test, ob das Unterwassergeh さ use Sprunge aufweist. 
Kontrollieren 窃 e den 0-Ring, ob an ihm keine Fremdkorper, Kratzer, 
Sprunge, Verformung Oder Verdrehung vorliegen, und ob sich an der 
0-Ring-Nut keine Fremdkorper befinden. 

③ Falls alles in Ordnung ist, fangen Sie nochmals mit dem Vorgang auf S.8 
von vorn 巨 an. 

(T) Falls Sie eventuelle M ま ngel am Unterwassergeh る use finden, stellen Sie sofort 
dessen Verwendung ein, und wenden Sie sich an Ihren FUJIFILM Fachh さ ndler. 
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Einsetzen der Digitalkamera in das 
Unterwassergehause 


Uberprufen Sie vor der Montage Folgendes: 

• Laden Sie den Akku vor der Verwendung vollst さ ndig auf, damit es nicht zu 
einer niedrigen Batteriespannung wahrend der Unterwasseraufnahmen 
kommt. 

し adenze け en fur vollig entleerte Akkus 

NP-95 : ca. 4 Stunden 

• Stellen Sie test, wie viele neue Aufnahmen auf der xD-Picture Card noch 
gespeichert werden konnen. 

• Falls der Handgurt an der Digitalkamera angebracht ist, nehmen Sie diesen 
unbedingt ab. Die Verwendung der Kamera, wenn sie samt dem Handgurt 
im Unterwassergehause eingesetzt ist, kann Wassereintritt herbeifuhren. 

1 Stellen Sie die Kamera und das Unterwassergehause ein. 

① Schalten Sie die Kamera aus. 

霞 Stellen Sie den 

Betriebsartenwahlrad der Kamera 
und das Betriebsartenwahlrad des 
Unterw 吕 ssergeh さ uses auf " ぶみ 、、’’. 


么 Offnen Sie das Unterwassergehause (S. 8) und platzieren Sie 
die Kamera darin. 

• Setzen Sie die Kamera richtig in 
das Unterwassergehause ein. 

• Vergewissern Sie sich, dass 
das Betriebsartenwahlrad 
auf der Kamera und auf dem 
Unterwassergehause korrekt 
verkoppe け sind. 
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Einsetzen der Digitalkamera in das Unterwassergeh ま use 


3 


Sie die Silikagel-Packung in den Zwischenraum unter dem 


Boden der Kamera ein. 
Silikagel-Packung 



① Die Silikagel-Packung muss richtig 
hineingeschoben werden. Falls sie 
nicht ganz hineingeschoben 帥 
wird die Funktion des 0-Rings als 
Dichtung verhindert und fuhrt zu 
Wassereintritt. 


4 Uberp 山 fen Sie Folgendes, bevor Sie das Unterwassergeh る use 


schlieBen. 



Es darf kein Teil der Silikagel- 
Packung uberstehen. 

Es durfen kein Staub, keine 
Haare Oder keine Fremdkorper 
am 0-Ring, an der 0-Ring- 
Nut Oder an der Seite des 
Unterwassergeh さ uses haften, an 
der der 0-Ring montiert ist. 

Die Kamera ist im 
Unterwassergeh さ use richtig 
positioniert und 吕 usgerichtet. 


5 SchlieBen Sie das Unterwassergeh さ use, wenn alles in Ordnung ist 
(S.10). 

Prufen Sie, ob die ,,POWER“-Taste der Kamera und das 
Betriebsartenwahlrad mit der Steuerung am Gehause richtig bedient 
werden k 扫 nnen. 


Um Wassereintritt vorzubeugen 


Falls Fremdkorper am 0-Ring 
haften, kann es zu Wassereintritt 
fuhren. 

Entfernen Sie die Fremdkorper 
(Siehe S.22). Falls Sie sie nicht 
entfernen konnen, wechsein Sie 
den 0-Ring gegen einen neuen aus 



Haar Fluse Sand 
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Ausfuhren einer endgiiltigen Prufung 


Fuhren 窃 e nach dem Einsetzen der Kamera in das Unterwassergeh さ use 
eine endgultige Eintauchprufung durch. Um auf Wassereintritt zu 
kontrollieren, tauchen Sie das Unterwassergeh さ use in einen mit Wasser 
gefCillten Wassertank Oder eine Badewanne ein, und kontrollieren Sie auf 
moglichen Wassereintritt. Fuhren Sie diese Prufung so aus, durch Sie das 
Unterwassergeh さ use sofort aus dem Wasser herausnehmen konnen (um die 
sich innen befindende Kamera zu retten), falls es notig sein sollte. 

1 Lassen Sie das Unterwassergehause fur 30 Sekunden im 
Wasser. 

Falls Sie im Wasser 
し uftblasen aus der Fuge 
des Unterwassergeh さ uses 
ununterbrochen aufsteigen sehen, 
weist dies auf Wassereintritt hin. 
Falls alles in Ordnung ist, bedienen 
Sie die Tasten und machen Sie im 
Wasser einige Probe-Aufnahmen. 



2 Nachdem Sie das Unterwassergehause langsam aus dem 
Wasser herausgenommen haben，kontrollieren Sie ganz genau 
auf Folgendes: 

Wassertropfen in der N る he der 
Fuge des Unterwassergeh さ uses. 
Wasser hat sich an der Innenseite 
des Unterwassergeh る uses 
angesammelt. 



DE-13 



















Einsetzen der Digitalkamera in das Unterwassergeh ま use 


— Falls Wassereintritt festgestellt wird ... - 

① Nehmen Sie sofort das Unterwassergeh さ use aus dem Wasser und 
trocknen Sie die AuBenseite. 

② Nehmen Sie die Digitalkamera aus dem Unterwassergeh さ use. Falls Sie 
Wassertropfen auf der Digitalkamera sehen, wischen Sie diese gleich ab. 

③ Stellen Sie test, ob das Unterwassergeh さ use Sprung© aufweist. 
Kontrollieren 窃 e den 0-Ring, ob an ihm keine Fremdkorper, Kratzer, 
Sprung©, Verformung Oder Verdrehung vorliegen und ob sich in der 0- 
Ring-Nut keine Fremdkorper befinden. 

④ Falls alles in Ordnung 帥 fangen Sie nochmals mit dem Vorgang auf S.8 
von vorn 巨 an. 

(7) Falls Sie eventuelle Mangel am Unterwassergeh る use finden, stellen Sie 
sofort dessen Verwendung ein und wenden Sie sich an Ihren FUJIFILM 
Fachhandler. 

(I) Falls Wasser in die Kamera eingedrungen ist, stellen Sie sofort deren 
Verwendung ein und wenden Sie sich an Ihren FUJIFI し M Fachhandler. 
Falls Sie die Kamera in einem fehlerhaften Zustand betatigen kann es 
zu Feuer Oder elektrischem Schlag fuhren. Verwenden Sie die Kamera 
niemals im oben beschriebenen Zustand. 

Jegliche Art von Fremdkorper am 
0-Ring kann Wassereintritt 
verursachen. Entfernen 窃 e die 
Fremdkorper nach der Anweisung 
auf S.22. 



DE-14 







Anbringen desTragegurts 


7 Bringen Sie den Tragegurt am Unterwassergeh さ use an. 

Bringen Sie den Handgurt am 
Unterwassergeh る use an, wie es in ① 
und ③ dargestellt ist. 




と Befestigen Sie den Handgurt test an Ihrem Handgelenk. 

① Fuhren Sie Ihre Hand und Ihr 
Handgelenk durch den Handgurt. 

② Um die Gefahr des Fallenlassens 
der Kamera zu mindern, befestigen 
Sie den Handgurt mit dem 
Einsteller um Ihr Handgelenk. 




Offnen des Unterwassergeh さ uses mit der Justierung des 
Tragegurts 

Wenn Sie das Unterwassergeh る use offnen, konnen Sie auch die 
Justierung des Tragegurts verwenden, wenn Sie das Ausbauwerkzeug 
nicht zur Hand haben. 


が 、 M 




① Setzen Sie die Ose der Justierung 
ein, wie in der Abbildung gezeigt. 

③ Geben Sie die Sperre des 
OffnungsVSchlieRknopfes frei. 

の Verwenden Sie die Justierung des 
Tragegurts nicht, um den 0-Ring zu 
losen. Wenn der 0-Ring beschadigt 
wird Oder Fremdkorper daran haften 
kann es zu einem Wassereintritt 
kommen. 
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Anbringen der 巳 litzd け fusorplatte 


巳 ringen Sie die mitgelieferte Blitzdiffusorplatte an. 

Wenn die Platte nicht angebracht ist, kann das Objektiv das Blitzlicht 
abschirmen, wodurch der untere rechte 巳 ereich des Objekts dunkel erscheint 
(Verdunklung). 


■ Anbringen der Blitzdiffusorplatte 



Bringen Sie den Blitzdiffusorplatten- 
Tragegurt am Unterwassergeh さ use 
an, wie unter ① und ③ gezeigt. 

① Achten Sie darauf, class sich der 
Tragegurt nicht verheddert, wenn 
das Unterwassergeh る use geoffnet 
Oder geschlossen wird. 



Setzen Sie die L-formige Rippe am 
unteren Teil der Blitzdiffusorplatte 
in die Nut an der Vorderseite des 
Unterwassergeh る uses ein und 
sichern Sie sie dabei mit der oberen 
Sperre. 



■ Entfernen der Blitzdiffusorplatte 

Heben Sie den Griff der oberen 
Sperre an und richten Sie die 
Blitzdiffusorplatte in Ihre Richtung, 
wahrend 窃 e die Blitzdiffusorplatte 
色 ntf 色 rnen. 




Wenn sich die Blitzdiffusorplatte mit 
dem oben erwahnten Verfahren nur 
schwer entfernen lasst, heben Sie sie 
von unt 色 n 吕 n, um si 色 zu en け色 rn 色 n. 
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Fotografieren 


• Unter Verwendung des Unterwassergehauses konnen Sie in einer 
Wassertiefe von bis zu 40m Aufnahmen machen. 

• Die Funktionen der Bedienungseinheit entsprechen den einzelnen 
Operationen der Kamera. Informationen zur Bedienungsanleitung Oder 
den Funktionen der Kamera finden Sie in der Bedienungsanleitung, die 
im Lieferumfang Ihrer Kamera enthalten war. 


1 Schalten Sie die Kamera ein. 




① Stellen Sie das 

Betriebsartenwahlrad auf die 
gewunschte Position. 

③ Kontrollieren Sie den Modus am 
LCD-Monitor. 

Machen Sie Probeaufnahmen, bevor 
Sie die Kamera im Gehause unter 
Wass 色 r V 色 rw 色 nden. 
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Fotografieren 


3 Halten Sie das Unterwassergeh さ use mit beiden Handen test. 

の Halten Sie die Kamera so, dass das Objektiv Oder der Blitz 

(Blitzdiffusorplatte) nicht von Ihren Fingern Oder dem Tragegurt verdeckt 
werden. Wenn das Objektiv Oder der Blitz (Diffusorplatte) verdeckt 
werden, kann das Objekt unscharf sein Oder die Helligkeit (Belichtung) der 
Aufnahme ist nicht richtig. 



4 Nehmen Sie Bilder auf. 

① Drucken Sie den Ausloser 
zur Halfte nieder, um das Bild 
scharf zu stellen. 

① Wahrend der Filmaufnahme 
kann der Ausloser nicht bis zur 
Halfte niedergedruckt werden. 



— ZumTAUCHEN 



感 Drucken Sie den Ausloser 
vollstandig nieder, um ein Bild 
aufzun 色 hm 色 n. 



Stellen Sie den Aufnahmemodus 
auf " 如 TAUCHEN". So konnen 
Blautone im Hintergrund lebhaft 
dargestellt werden. 

① Weitere Informationen finden Sie 
in der Bedienungsanleitung, die 
im Lieferumfang Ihrer Kamera 
enthalten war. 
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Nach der Aufnahme (Aufbewahrung) 


1 Schalten Sie die Kamera aus. 

Betatigen Sie die "POWEFT-Taste, um 
die Kamera auszuschalten. 

(?) Achten Sie darauf, class die 
Stromversorgung der Kamera 
ausgeschaltet ist. 


2 Wenn Sie mit den Aufnahmen fertig sind, fullen Sie sofort einen 
Eimer Oder anderen Beh る Iter mit Frischwasser, um das salzige 
Meerwasser abzuwaschen. 

Achten Sie darauf, die AuRenseite 
des Unterw 吕 ssergeh さ uses gut 
abzusp 山 en, indem Sie das Wasser 
mit der Hand ruhren. 

の Falls Rest© von Salzablagerung 
am Gehause zuruckbleiben, 
kann dies zu Bildung von Rost, 
schlechterer Funktion der einzelnen 
Bedienelemente und anderen 
Problemen fuhren. 

o Wischen Sie die Wassertropfen sorgfaltig vom 
Unterwassergeh る use ab. 

Wischen Sie insbesondere 
die Tropfen von der Fuge des 
Unterwassergeh る uses sorgfaltig ab. 
① Verwenden Sie ein weiches, 
flusenfreies Tuch Oder Ahniiches. 

の Entfernen Sie die Wassertropfchen 
unter dem Ausloser, dem Offnungs-/ 
SchlieBknopf und den anderen 
Bedienelementen. 
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Nach der Aufnahme (Aufbewahrung) 


4 Nehmen Sie die Kamera aus dem Unterwassergeh ろ use. 



① Geben Sie die Sperre des 
OffnungsVSchlieBknopfes frei. 

② Drehen Sie den Offnungs-/ 
SchlieBknopf in Richtung "OPEN" und 
offnen Sie das Unterwassergehause 
langsam, urn keine Wassertropfen 
auf die Kamera zu spritzen. 

① Bevor Sie das Unterwassergehause 
offnen, beachten Sie dass Ihre Hande 
und Haare getrocknet sind und keine 
Wassertropfen auf die Kamera Oder in 
die Innenseite des Unterwassergeh る uses 
gelangen k 扫 men. 

① Falls Ihre Hande nass sind, achten 
Sie darauf, dass Sie nicht die 
Kamera Oder der Akku anfassen. 

① Offnen Sie das Unterwassergehause 
nicht an Orten, an denen Wasser 
Oder Sand in die Innenseite des 
Geh る uses gelangen konnte. 

⑤ Nehmen Sie die Kamera aus dem 
Unterwassergehause. 


5 Nachdem Sie festgestellt haben, dass keine Wassertropfen 
Oder Fremdkorper am 0-Ring haften, schlieRen Sie das 
Unterwassergehause und drehen den Oftnungs-ZSchlieRknopf in 
Richtung "CLOSE", um es fest zuzuschliefBen. Waschen Sie das 
Unterwassergehause noch einmal mit Frischwasser griindlich ab. 



Versuchen Sie, alle Reste von 
Salzablagerung zu entfernen, indem 
Sie im Wasser auf die einzelnen 
Knopfe leicht drucken. 

Wir empfehlen, das Geh る use 1 Stunde in 
Frischwasser einweichen zu lassen. 

(D Falls das Unterwassergehause mit 
nicht abgewischten Saizwasse け ropfen 
gelagert wird, konnen 
Salzablagerungen die Bewegung des 
OffnungsVSchlieBknopfes und der 
anderen Teile verhindern. 
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6 Wischen Sie sorgfaltig die Wassertropfen vom 
Unterwassergehause ab. 

① Verwenden Sie ein weich 色 s, 
flusenfreies Tuch Oder Ahniiches. 

の Entfernen Sie die Wassertropfchen 
unter dem Ausloser, dem Offnungs-/ 
SchlielBknopf und den anderen 
Bedienelementen. 


/ Offnen Sie das Unterwassergehause ein wenig und lassen Sie 
es an einem gut durchlufteten und schattigen Ort trocknen. 
Wenn Sie das Gehause getrocknet haben, bewahren Sie es an 
einem Ort auf, der keinem direkten Sonnenlicht ausgesetzt ist. 




(7) Verwenden Sie keinen Fon, keine 
Warm- Oder HeiBluft und kein 
direktes Sonnenlicht, um das 
Unterwassergehause zu trocknen. 


Falls Sie das Unterwassergehause langfristig nicht verwenden, nehmen Sie 
den 0-Ring ab und bewahren Sie das Unterwassergehause sicher auf. Wie 
Sie den 0-Ring korrekt abnehmen, lesen Sie auf S.22. 













Wartung 


Pfiege nach der Verwendung 


Fuhren Sie sofort nach jeder Verwendung des Unterwassergeh さ uses 
Folgendes durch. Kontrollieren Sie, ob der 0-Ring weder durch Fremdkorper 
verursachte Dellen noch Kratzer, Sprung© Oder andere Besch る digungen 
aufweist. 

I Entfernen Sie den 0-Ring vom Unterwassergeh も use. 



0-Ring 


Vorderseitiger 0-Ring (we 旧 ) 


① ⑤ 



Hinterse け iger 0-Ring (orange) 




① Fuhren Sie das Ausbauwerkzeug 
zwischen den 0-Ring und die 0- 
Ring-Nut ein. 

② Fuhren Sie die Spitze des 
Ausbauwerkzeugs unter den 0- 
Ring. Achten Sie darauf, dass die 
Nut nicht durch die Spitze des 
Ausbauwerkzeugs zerkratzt wird. 

③ Fassen Sie den hangenden 0-Ring 
mit Ihren Fingern und entfernen Sie 
ihn aus dem Unterwassergeh る use. 
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2 Entfernen Sie altes Fett und Fremdkorper wie Fasern Oder Sand 
vom 0-Ring. 

① （Dr ① Wischen Sie Fremdkorper mit 

einem weichen, fusselfreien 
Lappen ab. 

感 Lassen Sie den abgesp 山 ten 
0-Ring trocknen, ohne ihn noch 
einmal abzusp 山 en. So verhindern 
Sie das Anhaften von Fasern. 

て I : 

O Nehmen Sie den 0-Ring mit Ihren Fingern und fasten Sie den 
ganzen 0-Ring unter leichtem Druck ab，um zu kontrollieren, ob 
er weder durch Fremdkorper verursachte Dellen noch Kratzer, 
Oder durch Alterung entstandene Sprunge aufweist (dies konnen 
Sie mit den Fingerspitzen fuhlen). 




© Beim Ziehen des 0-Rings durch die 
Hand, achten Sie darauf, dass Sie 
ihn nicht zu stark ziehen und der 
0-Ring nicht ausgedehnt wird. 


Beispiele von Fremdkorpern und Besch さ digungen 



Haar 


円 use 


Sand Durch Fremdkorper Kratzer Sprunge 
verursachte Dellen 


4 Entfernen Sie mit Hilfe einer Zahnburste Oder Wattest る bchen 
alle Fremdkorper aus der 0-Ring-Nut. 



Achten Sie besonders darauf, dass 
keine Fasern vom Wattest さ bchen 
zuruckbleiben. 
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Wartung 


5 Uberziehen Sie den 0-Ring mit Spezialfett. 



Um das Silikonfett gleichm さ Big dunn 
auf den 0-Ring aufzutragen, drucken 
Sie eine Fettraupe mit einer Lange 
von ca. 5 mm aus der mitgelieferten 
Tube in einen saubaren Plastikbeutel 
(GroBe ca.10 cm x 20 cm) heraus, 
und kneten Sie diese durch. Setzen 
Sie danach den 0-Ring in den 
Plastikbeutel ein und kneten diesen 
weiter, bis der 0-Ring mit dem Fett 
vollig uberzogen ist. Der Plastikbeutel 
kann mehr als einmal verwendet 
werden, wenn er sauber gehalten wird. 


6 Setzen Sie den vorderseitigen 0-Ring (weiB) ein. 



Damit Sie ihn nicht verwechsein 
achten Sie auf den Aufkieber 
(weiB) an der Innenseite des 
Unterwassergeh る uses. 



Legen den 0-Ring erst einmal auf 
das Unterwassergehause und stellen 
Sie sicher, dass er nicht verdreht ist. 
Falls er nicht verdreht ist, setzen Sie 
ihn ein. Achten Sie dabei darauf, dass 
keine Fremdkorper eingeklemmt sind 
und kein Staub anhaftet. 
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7 Setzen Sie den hinterseitigen 0-Ring (orange) ein. 



Dam け Sie ihn nicht verwechsein, 
achten Sie auf den Aufkieber 
(orange) an der Innenseite des 
Unterwassergeh る uses. 



Richten Sie die flache Seite des 0- 
Rings an die Grundfl さ che der Nut. 


•Ouerschnitt des 
O-Rings 


•Abbildung des 
Flache eingesetzen 

Seite O-Rings 


•Querschnitt derj 
Nut 


fL.ji ♦ r^i 

I - L~I Grundflache ' ■ 


Kontrollieren 窃 e beim Einsetzen 
des O-Rings, ob der 0-Ring weder 
verdreht noch gebogen ist und 
nicht aus der Nut heraussteht. 

(?) Kontrollieren Sie beide 0-Ring, 
sowohl den vorderseitigen als auch 
den hinterseitigen. 


O Gehen Sie bei der Wartung der 0-Ringe besonders umsichtig vor, damit 
kein Fett auf das Objektivfenster und das LCD-Monitorfenster gerat. Jegliche 
Verschmutzungen auf dem Objektivfenster und dem LCD-Monitorfenster sind mit 
einem weichen, trockenen Tuch vorsichtig abzuwischen. 
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Hinweise zur richtigen Verwendung des 
Unterwassergeh さ uses 


• Verwenden Oder lagern Sie das Unterwassergehause nicht bei Temperaturen 
hoher als +40 °C. 

• Verwenden Sie das Unterwassergehause nicht in Wasser mit einerTemperatur 
von mehr als +40 °C, da es sonst zu Wassereintritt fuhren kann. 

• Verwenden Sie weder Verdunnungsmittel noch Leichtbenzin, Alkohol Oder andere 
fluchtige Chemikalien zur Reinigung. Falls Sie solche Chemikalien auf dem 
Unterwassergehause auftragen, kann es zu Besch る digung der Oberflache bzw. 
zu Sprungen unter hohem Druck fuhren. 

• Vermeiden Sie ubermafBige Kraftanwendung an der Stativgewinde. 

• Setzen Sie das Unterwassergehause keinen StoBen Oder Schlagen aus. 

• Werfen Sie das Unterwassergehause nicht in das Wasser. 

• Falls Sie das Unterwassergehause in Meerwasser verwendet haben, waschen 
Sie das Unterwassergehause noch gut verschlossen in einem Eimer mit 
Frischwasser ab, um das Salz zu entfernen.Trocknen Sie danach die AuBenseite 
des Geh る uses mit einem trockenen, weichen Tuch. 

• Dieses Produkt ist fur die Verwendung im Wasser als Unterwassergehause 
konstruie け . Belassen Sie niemals die Kamera in diesem Produkt, wenn Sie 
dieses aufbewahren. Batterieflussigkeit kann aus der Kamera austreten und ein 
Feuer verursachen. 

■ Zur Vermeidung von Wassereintritt 

Falls es zu Wassereintritt wahrend der Verwendung des Unterwassergeh さ uses kommt, 

wird die Digitalkamera beschadigt, so dass sie nicht mehr repariert werden kann. 

Beachten Sie daher vor der Verwendung die folgenden VorsichtsmaBregeln. 

• Die normale Lebensdauer des 0-Rings betragt etwa ein Jahr, hangt aber von den 
Betriebsbedingungen ab. Wechsein Sie einmal jahrlich den 0-Ring gegen einen 
neu 色 n aus. 

• Alls am 0-Ring anhaftenden Fremdkorper konnen einen Wassereintritt 
verursachen. Wischen Sie alle Fremdk 扫 rper ab und achten Sie dabei darauf, dass 
keine Flusen am 0-Ring verbleiben. Falls ein Fremdkorper nicht leicht entfernt 
werden kann, versuchen Sie, den 0-Ring mit Wasser abzuspulen. 

• Falls der 0-Ring Kratzer, Sprung© ， Verf ま 「bung Oder Verformung aufweist, 
ersetzen Sie ihn durch einen neuen. 

• Wenn Sie den 0-Ring auswechsein, reinigen Sie zuerst die 0-Ring-Nut und 
kontrollieren Sie, ab keine Sandk 扫 rner, Staub, Haare Oder andere Fremdkorper 
vorhanden sind. 

• Verwenden Sie fur den 0-Ring nur das Silikonfett der von FUJIFILM empfohlenen Marke. 

• Falls der 0-Ring nicht richtig eingesetzt ist, kann es zu Wassereintritt fuhren. 

Beim Einsetzen des 0-Rings achten Sie darauf, dass er in der Nut iiegen bleibt 
und sich nicht verdreht (S.24). 

• Belassen Sie das Unterwassergehause im Sommer niemals in direktem Sonnenlicht, 
in einem geschlossenen Fahrzeug Oder in der N さ he eines Heizgerats. Legen Sie 
nicht langfristig extern© Kr るけ e an das Unterwassergehause an. Verformungen durch 
Warme Oder Krafteinwirkung konnen eine Verschlechterung der Wasserdichtigkeit 
des Unterwassergeh さ uses bewirken und es fur den Einsatz im Wasser unbrauchbar 
machen. 

• Achten Sie darauf, dass der 0-Ring Oder dessen Kontaktflache nicht durch 
ZusammenstoB beiderTeile aufeinander Oder durch eingeklemmte Fremdkorper 
(Sand, Staub Oder Haare) beschadigt wird. 
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• Fuhren Sie eine Eintauch- und endgultige Prufung durch, bevor Sie dieses 
Produkt verwenden. 

• Falls Sie wahrend des Fotografierens Anzeichen von Wassereintritt 
bemerken, nehmen Sie das Produkt sofort aus dem Wasser. Stellen Sie die 
Ursache test und ergreifen Sie entsprechende MaBnahmen. 



Technische Daten 


Fur den Gebrauch 
bestimmte Kamera 

Digital kamera FinePix F30/FinePix F31fd 

Druckwiderstand 

Bis zu 40 m unter Wasser 

Hauptmaterial 

Geh る use: Transparentes Polycarbonat 

Objektivfenster: Gehartetes Glas 

Abmessungen 

129 mm x 94 mm x 96 mm (einschlieBlich 

(B X H X T) 

Uberstande) 

Gewicht 

ca. 295 g (ohne Kamera und Zubehor) 


ホ Anderungen der Spezifikationen und Leistungsdaten sind ohne Vorankundigung 
vorbehalten. FUJIFILM kann fur Schaden, die durch Fehler in dieser 
Bedienungsanleitung entstanden sind, nicht haftbar gemacht werden. 
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Notas sobre seguridad 


Gracias por haber comprado este producto. 

Antes de utilizarlo, asegurese de que lee este "Manual del usuario’’, 
y especialmente estas "Notas sobre seguridad", asi como el 
"Manual del usuario" de su camara digital. Despues de leer estas 
notas de seguridad, guardelas en un lugar seguro, con el fin de 
poder consultarlas con comodidad posteriormente. 


■ Los simbolos que se muestran 
a continuacion se utilizan para 
indicar la gravedad del dano o el 
peligro que puede suponerel no 
tener en cuenta la informacion 
indicada por el simbolo, o si ei 
producto se utiliza incorrectamente. 


A 


Este simbolo indies que, 

ADVERTENCIA si se ignora la informacion, 
pueden producirse 
lesiones graves. 


Este simbolo indies que, 

A si se ignora la informacion, 
PRECAUCION pueden producirse 

I 己 sion 己 s personates o 
danos a materiales. 


■ Los simbolos que se reproducer! 
a continuacion se utilizan para 
indicar la naturaleza de las 
precauciones que deben observarse. 

A 

Los sfmbolos triangulares 
indican al usuario una 
informacion que requiere su 
atencion (“Importante"). 

Q 

Los sfmbolos circulares 
cruzados por una barra diagonal 
indican al usuario que la accion 
que se indica es は prohibida 
("Prohibido"). 

O 

Los sfmbolos en negro con un 
signo de exclamacion indican al 
usuario que tiene que reaiizar 
alguna accion ("Obligatorio"). 


/j\ ADVERTENCIA 


No intente mod け icar ni 
desmontar el producto. 

No Puede hacer que el agua se filtre. 

desmontar. 


No coloque ei producto sobre 
una superficie inestable. 

Silo hace, el producto puede 
caerse o volcarse y causar 
danos 0 lesiones. 


Utilice solo la pila que se 
especifica para su uso con la 

Q camara. 

El uso de otra fuente de 
slimentacion puede causar un 
incendio. 


Use la pila solo segun lo 
espec け icado. 

Cargue la pila segun la 
indicacion de polaridad. 

No caliente, modifique ni 
intente desmontar la pila. 

No someta la pila a impactos 
fuertes ni la tire contra el suelo. 
No cortocircuite la pila. 

No almacene ta pila junto a 
productos metalicos. 

Q Utilice solo el modelo de 

cargador especificado para 
la pila. 

Si no sigue cualq 山 era de las 
instrucciones anteriores, puede 
hacer que la pila explote o que 
se produzcan fugas en ei li.quido 
de la pila, y dar lugar a un 
incendio 0 a lesiones. 
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Mantenga las xD-Picture 


o 

Cards fuera del alcance de 
los ninos pequenos. 

Dado el pequeno tamano de 
las xD-Picture Cards, un nino 
podn'a trag ろ rselas de forma 
accidental. Asegurese de 
guardar las xD-Picture Cards 
fuera del alcance de los ninos 
pequenos. Si un nino se tragase 
una xD-Picture Card, visits 
inmediatamente al medico. 

Q 

Mantenga fuera del alcance de 
los ninos pequenos. 

Este producto puede causar 
lesiones en msnos de un nino. 

Q 

No utilice la camara para 
mirar direc ね mente al sol. 

Podria danar su vista. 

Q 

Tenga cutdado cuando utilice 
la caja estanca con la correa 
acoplada. 

Puede hacer que la caja se 
balances inesperadamente, 
causando danos o lesiones. 

Q 

No deje la caja estanca para 
la camara expuesta a la luz 
directa del sol ni en lugares 
sometidos a temperaturas 
extremas. 

Si la presion dentro de la caja 
subiera debido al caior, la tapa 
podn'a abrirse violentamente y 
causar danos o lesiones. 

Q 

No ingiera el silicagel ni la 
grasa que se utilizan con este 
producto. 

讶 alguien se los introduce en la 
boca 0 se ingieren, busque un 
medico inmediatamente. 


/j\ PRECAUCION 

Q 

No deje caer el producto ni lo 
golpee contra objetos duros. 

Puede romper el producto 
y hacer que el aqua se filtre 


dentro. 


Cuando limpie la camara 


o 

o no tenga intencion de 
utilizarla durante un tiempo 
prolongado, extraiga la pila. 

Si no lo hiciera, podria 
producirse una perdida en la pila 
u originarse un incendio. 

0 

No utilice el flash demasiado 
cerca de los ojos de una 
persona. 

Puede afectar temporalmente a 
la vista. Tenga especial cuidado 
al fotografiar a ninos pequenos. 

0 

No abra o cierre el producto 
en lugares con arena o polvo. 

Si un grano de arena o una 
mota de polvo entrara en la 
junta torica, puede hacer que el 
agua se filtre dentro. 

Q 

No deje el producto en 
lugares sometidos a 
temperaturas extremadamente 
altas o bajas. 

Puede originar su rotura. 

O 

Si la camara se moja, quite 
inmediatamente la pila de la 
camara. 

0 

No utilice el producto en 
profundidades que superen 
los 40 m bajo el agua. 

Puede onginar su rotura. 
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Prefacio 


• Fuji Photo Film Co., Ltd. no respondera en modo alguno de perdidas 
accidentales (como costes fotograficos o perdida de ingresos procedentes 
de la fotografia) como resultado de fallos en este producto. 

■ Asegurese de que lee estas indicaciones antes de utilizarlo 

• Esta caja estanca es は disehada para su uso bajo el agua, has ね una 
profundidad de 40 m. Manipule la caja con cuidado. 

• Rogamos siga las instrucciones de este manual respecto a la preparacion 
la caja estanca para su uso, como hacer una prueba anticipada, como 
realizar el mantenimiento de la caja y como guardarla tras su uso. U 川 ice el 
producto solo segun se describe en este manual. 

• Fuji Photo Film Co., Ltd. no respondera en modo alguno de cualquier 
dano sufrido por la camara digital o cualquier perdida causada por el uso 
inadecuado de la caja estanca. 

• Fuji Photo Film Co., Ltd. no respondera en modo alguno de lesiones 
personales, muertes o danos materiales producidos durante el uso del 
producto. 


Accesorios incluidos 


Correa munequera (1) 



Extractor especial (1) 

(para abrir el tirador de cierre / 
extraer la junta torica) 



Grasa especial para silicona (1) 


Placa de difusion del flash (1) 



Paquete de silicagel (3) 


Manual del usuario (este 
manual) 

Gufa de mantenimiento rapido 
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Nombres de las partes 



Enganche de la 

Parasol correa Parasol de LCD 



montaje 
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T Boton Zoom teleobjetivo 
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Comprobacion previa de la caja 


Realice una prueba de inmersion previa con la caja estanca, 
antes de poner en ella la camara digital 


1 Compruebe el exterior de la caja estanca, para asegurarse de 
que no hay fisuras ni defectos en ella. 


2 Abra la caja estanca, utilizando el extractor especial (incluido). 




① Suelte el cierre del tirador de 
ap 色 rtura/ci 色 tr 色 . 

② Gire el tirador de apertura/cierre 
en la direccion de la flecha "OPEN" 
para abrir la caja estanca. 

(7) Tambien puede utilizar el ajustador 
de la correa si no dispone del 
extractor especial (p.15). 


o Compruebe lo siguiente en el interior de la caja estanca: 


Junta torica 



• Que no hay rajaduras 
(especialmente, alrededor de la 
junta torica). 

• Que la junta torica este 
cotr 色 ct 吕 m 色 nt 巨 asentada. 

{Para ver como se instala 
correctamente la junta torica, 
consult© la p.24). 

• Que la junta torica no tiene 
aranazos ni rajaduras, ni una forma 
extrana, ni es は retorcida o suelta, 
etc. 

• Que no hay arena ni part わ ulas 
extranas adheridas a la junta 
torica. 
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4 Limpie cualquier particula extraha que haya quedado adherida a 
la junta torica, asi como la superficie de sellado de la junta torica 
(posicion fig. A), utilizando un trapo suave y que no suelte fibras, 
u otro utensilio similar. 

の Si utiliza un panuelo de papel para limpiar, tenga cuidado, ya que puede 
dejar pequenas fibras. 



5 Compruebe la junta torica instalada. 

Compruebe la junta torica delantera (blanca) instalada. 

Inspeccione la junta torica con la yema del dedo, para confirmar que 
no hay irregularidades. Si no ね alguna, puede que la junta torica este 
retorcida. Vuelva a instalarla, siguiendo las instrucciones de la p. 24. 


Junta torica delantera (blanca) 


(7) Si la junta torica esta retorcida o 
estirada, 0 si hay alguna particula 
extrana encima o debajo de ella, el 
agua se filtrara dentro de la caja. 


Compruebe la junta torica trasera (naranja) instalada. 

窃 no esta bien instalada, vuelva a instalarla, siguiendo las instrucciones 
de la P.25. 



Junta torica trasera (naranja) 
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Comprobacion previa de la caja 


6 Cuando todo este correcto, con el dedo limpio, aplique la grasa 
especial para silicona. Extiendala en la superficie de la junta 
torica, hasta que quede completamente recubierta. 


Junta torica 



① Utilice solo la grasa especial para 
silicona que se incluye. 

の Una vez aplicada la grasa, 
compruebe que no hay arena ni 
otras sustancias pegadas a la junta 
torica. 


7 


8 


Cierre la caja estanca. 



① Cierre la caja estanca y gire el 
tirador de apertura/cierre en la 
direccion de la flecha "CLOSE" 
para cerrarla hermeticamente. 

② Bloquee el tirador de apertura/ 
cierre. 


Introduzca la caja estanca vacia en un deposit© o una banera 
con agua, y compruebe si se producer) 川 traciones de agua. 
Consult© como comprobarlo en la p.13. 



— SI detecta una filtracion de agua... - 

① Ssque inmedia ね mente la caja estanca del agua, y seque su parte exterior. 

② Asegurese de que no hay rajaduras en el cuerpo de la caja estanca. 
Compruebe que en la junta torica no hay particulas extranas pegadas, 
desperfectos, rajaduras, defectos o torceduras, asi como si hay 
particulas extranas en la ranura de la junta torica. 

⑤ Cuando todo este bien, vuelva a comenzar el procedimiento descrito en la p.8. 
の Si encuentra que algo va mal con la caja estanca, deje inmedia ね mente de 
utilizarla y pongase en contacto con su distribuidor FUJIFILM. 


ES-10 

























Como colocar la camara digital dentro de la 
caja estanca 


Antes de comenzar la instalacion, verifique los puntos siguientes: 

• Para evitar quedarse sin carga cuando este haciendo fotografias, cargue la 
pila por complete antes de 山 ilizarla. 

Tiempos para la recarga completa de una pila totalmente vaci'a 

NP-95: aprox. 4 horas 

• Compruebe cuantas imagenes nuevas pueden guardarse en la xD-Picture 
Card. 

• Quite la correa munequera de la camara digital. Si utiliza la camara dentro 
de la caja estanca sin haber quitado la correa de la camara, pueden 
producirse filtraciones en la caja. 

プ Prepare la camara y la caja estanca. 



① Apague la camara. 

② Gire el dial de modos de la camara 
y el dial de modos de la caja 

色 s ね DCS a "夕が 


ム Abra la caja estanca (p. 目 ） e introduzca la camara en ella. 



Deslice la camara dentro de la caja 
estanca, hasta que quede bien 
as 巨 ntada. 

Verifique que los diales de modo 
de la camara y la caja estanca 
quedan correctamente ajustados 
entre si. 
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Como colocar la camara digital dentro de la caja estanca 


3 Insert© el paquete de silicagel en el espacio que hay bajo la 
parte inferior de la camara. 

① Asegurese de introducir 
correctamente el paquete de 
silicagel. Si no se introduce por 
completo, evitara que la junta tonca 
haga su funcion selladora, y el agua 
se filtrara dentro de la caja. 


4 Asegurese de lo siguiente, antes de cerrar la caja estanca. 

• Ninguna parte del paquete de 
silicagel sobresale. 

• No hay polvo, pelos ni otras 
particulas extranas en la junta 
torica ni en la ranura de la junta 
torica, ni en la superficie del borde 
d 色 la caja estanca que encaja con 
la junta torica. 

• La camara esta correctamente 
asentada y alineada en la caja 
estanca. 

5 Cuando todo este correcto, cierre la caja estanca (p.10). 

一 Compruebe que el boton "POWER" de la camara y el dial de modos se 
pueden manipular correctamente, mediant© los controles de la carcasa. 




— Para evitar flltraciones de agua 

Cualquier particula extrana pegada 
a la junta torica puede causar 
una filtracion de agua. Quite las 
particulas extranas (consult© la p.22). 

Si no puede quitarlas, sustituya la 
junta torica por una nueva. 



Pelo 



Fibra 



Arena 
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Como realizar una prueba final 


Real ice una prueba de inmersion final con la caja estanca, despues de 
montar la camara digital. Para comprobar si hay 川 traciones de agua, observe 
cualquier goteo de agua que entre, mientras introduce la caja en un deposito 
0 una banera llenos con agua. Realice la prueba de forma que pueda sacar la 
caja inmediatamente del agua (para proteger la camara que es は dentro), si 
fuera n 巨 c 色 sario. 

I Introduzcala en el agua durante 30 segundos. 



• Si ve un rastro continue de 
burbujas de aire que salen de la 
junta de la caja estanca mientras 
es ね introducida en el agua, eso es 
senal de una filtracion de agua. 


• Si todo esta correcto, manipule los 
botones y haga algunas fotografias 
de prueba con la caja debajo del 
agua. 


Z Tras sacar lentamente la caja estanca del agua, compruebe con 
atencion lo siguiente. 


Goi 
de 1 



• Si hay gotas de agua cerca de la 


juntura de la caja estanca. 

• Si hay algun charco de agua 
dentro de la caja estanca. 
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Como colocar la camara digital dentro de la caja estanca 


— Si detecta una filtracion de agua... - 

① Saque inmediatamente la caja estanca del agua y seque su parte 
exterior. 

② Extraiga la camara digital de la caja estanca. Si ve gotas de agua en la 
camara digital, sequelas inmediatamente. 

③ Asegurese de que no hay rajaduras en el cuerpo de la caja estanca. 
Compruebe que en la junta torica no hay particulas extranas pegadas, 
defectos, rajaduras, deformaciones o torceduras, asi como si hay 
particulas extranas en la ranura de la junta torica. 

④ Cuando todo este bien, vuelva a comenzar el procedimiento descrito en 
la P.8. 

(7) Si encuentra que algo va mal con la caja estanca, deje inmediatamente 
de utilizarla y pongase en contacto con su distribuidor FUJIFILM. 

の Si entro agua en el cuerpo de la camara, no la vuelva a utilizar y 

pongase en contacto con su distribuidor FUJIFILM. Si utiliza la camara 
en un estado defectuoso puede causar un incendio o una descarga 
electrica. No la utiiice en este estado, bajo ninguna circunstancia. 

Cualquier clase de particula extrana 
pegada a la junta torica puede 
causar una filtracion de agua. Quite 
las particulas extranas despues de 
comprobarcomo se hace, en la p.22. 
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Como acoplar la correa 


1 Acople la correa a la caja estanca. 



Acople la correa a la caja estanca, tal 
y como se muestra en る y ②. 


2 Ajuste la correa muhequera alrededor de la muneca. 



① Pase su mano y su muneca a 
traves de la correa muhequera. 

② Para reducir el riesgo de que se 
caiga la camara, ajuste la correa 
alrededor de la muneca, mediante 
el ajustador. 


Apertura de la caja estanca con el ajustador de la correa 

Al abrir la caja estanca, puede utilizar tambien el ajustador de la correa si 
no dispone del extractor especial. 




① Insert© la pestana del ajustador tal 
como se muestra en la ilustracion. 

③ Suelte el cierre del tirador de 
apertura/cierre. 

(?) No utilice el ajustador de la correa 
para soltar la junta torica. Podri'an 
producirse filtraciones de agua 
si se dana la junta torica o si se 
contamina con particulas extrahas. 
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Instalacion de la placa de difusion del flash 


Instale la placa de difusion del flash suministrada. 

Si la placa no esta instalada, es posible que la lente bloquee la luz del flash 
y provoque que la esquina inferior derecha del objeto fotografiado aparezca 
oscurecida (eclipsada). 


■ Instalacion de la placa de difusion del flash 



Acople la correa de la placa de 
difusion del flash a la caja estanca, tal 
y como se muestra en を y ③. 

① Evite pillar la correa al abrir o cerrar 
ia caja estanca. 


Mientras inserta el saliente en forma 
de L de la parte inferior de la placa de 
difusion del flash en la ranura de la 
parte frontal de la caja estanca, fijelo 
con el bloque superior. 


■ Extraccion de la placa de difusion del flash 



Mientras eleva el boton del bloqueo 
superior y con la placa de difusion del 
flash hacia usted, extraigala. 



Si results dificil extraer la placa de 
difusion del flash en el procedimiento 
descrito anteriormente, levantela 
desde abajo para extraerla. 
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Como hacer fotos 


• Con la caja estanca, puede hacer fotografias has ね 40 m debajo del 
agua. 

• Las funciones de operacion de la unidad corresponden a las operaciones 
individuales de la camara. Si desea ver instrucciones de operacion o 
funciones de la camara, consult© el manual del usuario que viene con su 
camara. 


1 Conecte la camara. 



と Seleccione el modo fotografia. 



Pulse el boton "POWER". 


① Ponga el dial de modos en la 
posicion deseada. 

③ Compruebe el modo en el monitor 
LCD. 

Haga una fotografia de prueba, antes 
de utilizar bajo el agua la camara 
protegida. 
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Como hacer fotos 


3 Sostenga la caja estanca firmemente con ambas manos. 

① Sostenga la camara, de forma que los dedos o la correa no cubran el 
objetivo ni el flash (piaca de difusion). Si el objetivo o flash estuviesen 
tapados, el sujeto podria quedar desenfocado o la luminosidad (exposicion) 
de la toma podri'a resultar incorrecta. 



鹿 


4 Tome las fotografias. 

① Pulse hacia abajo el boton del 
disparador, hasta la mitad del 
recorrido, para enfocar. 

の No es posible pulsar a medias 
el boton del disparador cuando 
se graba video. 


② Pulse hacia abajo el boton del 
disparador, hasta el fondo, para 
tomar la fotografia. 




- Acerca del modo SUBMARINO - 

Ajuste el modo fotografia del menu 
a 【‘如 SUBMARINO". Los azules 
del fondo salen mas vivos en la 
fotografia. 

(?) Para obtener mas informacion, 
consult© el manual del usuario de 
su camara. 
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Despues de la toma fotografica 
(almacenamiento) 


7 Apague la camara. 



Pulse el boton "POWER" para 
desconectar la camara. 

の Asegurese de que la camara esta 
desconectada. 


と Cuando termine de hacer fotografias, inmediatamente llene 
un cubo u otro contenedor con agua pura, para eliminar la sal 
dejada por el agua del mar. 

Enjuague bien el exterior de la caja 
estanca, sacudiendo el agua con la 
mano. 

の Si quedara algo de sal en la 
caja, pod パ a causar corrosion, 
mal funcionamiento local y otros 
problemas. 



3 Quite cuidadosamente las gotas de agua de la caja estanca. 

Especialmente, quite con cuidado las 
gotas que haya en la junta de la caja 
estanca. 

© Utilice un trapo suave y que no 
suelte fibras, o un utensilio parecido. 
の Retire las gotas de agua que queden 
bajo el boton del disparador, el 
tirador de ape け ura/cierre y otras 
piezas. 
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Despues de la toma fotografica (almacenamiento) 


4 Extraiga la camara de la caja estanca. 


夕 




① Suelte el cierre del tirador de 
ap 色 rtura/ci 色 tr 色 . 

感 Gire el tirador de apertura/cierre 
en la direccion de la flecha "OPEN" 
para abrir la caja estanca. Abrala 
lentamente, de forma que el agua 
no caiga en la camara que esta 
dentro. 

の Antes de abrir la caja estanca, asegurese 
de que sus manosy pelo estan secos y 
que no goteara agua sobre la camara, ni 
dentro de la caja estanca. 

の Si sus manos estan mojadas, asegurese 
de no tocar la camara ni la pila. 

① No abra la caja estanca en lugares 
en los que el interior pueda llenarse 
de arena o mojarse. 

③ Extraiga la camara de la caja 
estanca. 


Despues de asegurarse de que no quedan gotas de agua 
ni particulas extrahas en la junta torica, cierre la caja 
estanca y gire el tirador de apertura/cierre en la direccion 
de la flecha "CLOSE" para cerrarla hermeticamente. Lavela 
cuidadosamente con agua pura una vez mas. 



Intents eliminar cualquier residue 
de sal, moviendo ligeramente los 
diversos botones, debajo del agua. 
Recomendamos que sumerja la caja 
estanca en agua limpia durante, 
aproximadamente,1 hora. 

の Si la caja se guards con restos de 
agua salada, los cristales de sal 
obturaran el movimiento del tirador 
de apertura/cierre y de otras partes. 
Tambien puede producirse corrosion. 
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6 Quite cuidadosamente las gotas de agua de la caja estanca. 



① Utilice un trapo suave y que no 
suelte fibras, o un utensilio parecido. 

の Retire las gotas de agua que queden 
bajo el boton del disparador, el 
tirador de ape け ura/cierre y otras 
piezas. 


/ Abra ligeramente la caja estanca y sequela en un lugar aireado, 
resguardada de la luz directa del sol. Tras secar la caja, guardela 
donde no quede directamente expuesta a la luz del sol. 



(T) No utilice un secador de pelo, aire 
caliente o luz directa del sol para 
secar la caja estanca. 


Si la caja estanca no se va a utilizar durante un largo periodo de tiempo, 
quite la junta torica y guards la caja estanca en un lugar seguro. Para ver 
como se retira la junta torica, consult© la p.22. 
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Mantenimiento 


Mantenimiento despues del uso 


Haga esto siempre inmediatamente despues de utilizar la caja estanca. 
Compruebe que la junta torica no tiene muescas ni defectos causados por 
particulas extranas, rajaduras ni otros danos. 

1 Retire la junta torica de la caja estanca. 



Junta torica delantera (blanca) 


① ⑤ 



Junta torica trasera (naranja) 




① Introduzca el extractor especial 
entre la junta torica y la ranura de 
la junta torica. 

② Introduzca la punta del extractor 
especial debajo de la junta torica. 
Tenga cuidado de no aranar la 
ranura con la punta del extractor. 

⑤ Cuando la junta torica saiga de la 
ranura, sujetela con los dedos y 
saquela de la caja estanca. 
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2 Limpie la junta torica de restos de grasa y particulas extranas, 
como fibras y arena. 

① （Dr ① Retire las particulas extranas con 

un trapo suave y que no suelte 
fibras. 

② Seque la junta torica enjuagada, 
sin volver a echar agua. Esto es 
para evitar que quede adherida 
alguna fibra. 



3 


Sujete la junta torica con los dedos y toquela con cuidado en 
toda su extension, ejerciendo solo una ligera presion, para 
comprobar que no haya muescas ni defectos causados por 
particulas extranas, ni rajaduras debidas al desgaste (se pueden 
sentir con las puntas de los dedos). 



の Al presionar con los dedos y 

deslizarlos por la junta torica, tenga 
cuidado de no estirarla tirando 
demasiado fuerte de ella. 



4 Quite todas las particulas extranas de la ranura de la junta 
torica, utilizando un cep 川 o de dientes o un bastonc 川 o 
algodonado. 

Cerciorese de que no quedan fibras 
sueltas del bastoncillo algodonado. 
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Mantenimiento 


5 Recubra la junta torica con la grasa especial. 



Para aplicar una capa uniforme y 
fina de grasa para silicona a la junta 
torica, extraiga unos 5 mm de grasa 
del tubo que viene con el producto, 
depositando la grasa en una bolsa 
de plastica limpia (de un tamano 
aproximado de 10 cm x 20 cm) 
y despues extiendala 
concienzudamente. Ponga la junta 
torica en la bolsa de plastico y 
remuevala hasta que la junta torica 
quede completamente cubierta 
de grasa. し a bolsa de plastico se 
puede utilizar mas de una vez, si se 
conserva limpia. 


6 Instale la junta torica delantera (blanca). 



Para una correcta instalacion, 
observe el adhesive (blanca) que hay 
fuera de la caja estanca. 



Junta torica (blanca) Junta torica (blanca) 


Antes, ponga la junta torica 
delantera sobre la caja estanca, para 
asegurarse de que la junta torica no 
esta retorcida. 

Si no esta retorcida, asegurese 
de que esta limpia, sin particulas 
extranas incrustadas ni polvo 
adherido, antes de instalarla. 
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7 Instale la junta torica trasera (naranja). 



Para una correcta instalacion, 
observe el adhesive (naranja) que 
hay fuera de la caja estanca. 


Haga coincidir la superficie plana de 
la junta torica con la cars inferior de 
la ranura. 


'Seccion 

transversal de la | 
junta torica 


Seccion 
transversal de 
la ranura 


•Junta torica y 
ranura instaladas 
-Cara plana correc ね mente 


fL と 


Cara inferior 
de la ranura 


r^~i 


Cuando instale la junta torica, 
compruebe que no esta torcida ni 
doblada, y que no sobresalga de 
la ranura. 

の Compruebe las juntas toricas 
delantera y trasera. 


の Cuando lleve a cabo el mantenimiento en las juntas toricas, ponga especial 
cuidado para evitar que caiga grasa en la ventana del objetivo y en la ventana 
del monitor LCD. Si hay suciedad en la ventana del objetivo o en la ventana del 
monitor LCD, retireia con cuidado con un trapo suave y seco. 
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Notas acerca de como utilizar correctamente 
la caja estanca 


• No 山 Nice ni guards la caja estanca a temperaturas que superen los +40 °C. 

• No la utilice en agua a temperatura superior a +40 °C, ya que podnan 
producirse filtraciones. 

• No utilice disolventes, benzina, alcohol ni otros productos quimicos volatiles 
para la limpieza. Si aplica esos productos quimicos a la caja estanca, 
puede ocasionar danos en su superficie y se agrietara cuando este bajo 
altas pr 巨 siones. 

• No fuerce la rosea para el tnpode. 

• No golpee la caja estanca ni la someta a impactos. 

• No arroje la caja estanca al agua. 

• Cuando utilice la caja estanca en agua de mar, 怡 vela despues, todavia 
perfectamente cerrada, en un cubo de agua pura para eliminar por 
completo la sal. A continuacion, seque el exterior de la caja, 山 ilizando un 
pano seco y suave. 

• Este producto esta disenado para su uso bajo el agua, como caja estanca. 
No la deje ni guards con la camara todavia dentro: la pila puede tener fugas 
0 incluso causar un incendio. 

■ Para evitar filtraciones de agua 

Si esta caja tiene filtraciones durante su uso y la camara digital que va dentro se moja, 

la camara no se puede reparar. Tome las siguientes precauciones antes de usarla. 

• し a vida estandar de la junta torica es de alrededor de un ano, aunque 
depend© de las condiciones de funcionamiento. Sustituya la junta torica por 
una nueva, una vez al aho. 

• Cualquier particula extrana adherida a la junta torica puede causar una 
filtracion de agua. Elimmelas con un pano, asegur る ndose de que no 
quedan restos de fibras pegados a la junta torica. Si una particula extraha 
no se puede quitarfacilmente, pruebe a quitarla con agua. 

• Si la junta torica se arana, agrieta, decolora o deforma, sustituyala por una nueva. 

• Al sustituir la junta torica, primero limpie la ranura de la junta torica y compruebe 
que esta libre de granos de arena, polvo, pelo y otras particulas extrahas. 

• Para la junta torica, utilice grasa para silicons de la marca recomendada 
por FUJI 円 LM. 

• Si la junta torica no esta correctamente asentada, puede producirse una 
filtracion de agua. Cuando monte la junta torica, asegurese de que se fija 
en la ranura y de que no se retuerce (p.24). 

• No deje la caja estanca expuesta a la luz directa del sol en verano, ni en 
un vehiculo cerrado, ni cerca de un aparato calefactor. No aplique una 
fuerza externa de larga duracion a la caja estanca. La deformacion causada 
por el calor 0 la fuerza puede dar lugar a la perdida de impermeabilidad, 
inutilizandola para ser usada bajo el agua. 

• Tenga cuidado de no danar la junta torica ni la superficie en contacto con 
ella, apretandolas en exceso una contra otra, o dejando que particulas 
extranas (arena, polvo o pelo) se metan entre ellas. 
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• Lleve a cabo la prueba de inmersion y la prueba final antes de utilizar el 
producto. 

• Si advierte senales de filtracion de agua mientras toma fotografias, saque 
el producto inmediatamente del agua. Busque la causa y haga lo que 
corresponda. 



Espec け icaciones 


Camara con la que 
debe ser utilizada 

Camara digital FinePix F30/FinePix F31fd 

Resistencia a la 
pr 色 SKDn 

Hasta 40 m de profundidad bajo el agua 

Materiales 

principales 

Cuerpo de la caja: Policarbonato transparent© 

Ventanilla de objetivo: Vidrio templado 

Dim 色 nsion 色 s 
(ancho X altura x 
profundidad) 

129 mm x 94 mm x 96 mm (incluidas las partes 
salientes) 

Peso 

Aprox. 295 g (no incluye la camara y I os accesorios) 


ホ Estas especificaciones estan sujetas a cambio sin previo aviso. FUJIFI し M no se 
hara responsable de ningun dano resultants de posibles errores en este Manual 
del usuario. 
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製品保罰規定 


1. 保卽期間内に正常な使用状態（使巧説明書、ミち意書に従った使用状態）で 
故障した場合には、弊社サービスステーションまたはお買上げ店にて無料 
修理いたします。 

2. 無料修理を受ける場合は、商品と本書をご提示の上、弊社サービスステー 
ションまたはお買上げ店に依頼してください。なお、お届けいただ<際の 
運賃などの諸費用は、お客様でご負担願います。 

3. ご贈答品、ご転居後の修理については、轉社サービスステーションにご巧 
談ください。 

4. 保班期間内でち、巧の場合には有料修理になります。 

(1) 業務巧の長時間使巧、車両、船舶などへ搭載して使用された場合の故障、 
損傷、および消耗部分を交換した場合。 

(2) 修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のないもの。 

(3) 保証書にお名前、お買上げ曰、お買上げ店名の記載がない場合 
あるいは、これらの字旬を書き換えられた場合。 

(4) 使巧上の誤りおよび弊社サービスステーション切外での修理、調整によ 
る故障および損傷。 

(巳)お買上げ後の、落下、衝撃、砂、ミ尼かぶり、冠水、浸水などによる故障 
および損傷。 

(6) 火災、地震、水害、落雷、その他の天が地変、公害や異常電圧による故 
障および損傷。 

(7) 故障の原因が本製品しソ外（電源、他の機器など）にあって、修理した場合。 

(8) 上記 m 外で脾社の責に帰すことのできない原因により生じた故障。 

瓦この保証書は、曰本国内でのみ有効です。 

6.この保証書は再発巧いたしませんので大切に保巧してください。 

& この保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束ずるち 
のでず。したがって、この保証書によってお客様の法律上の権利を制限ずるちの 
ではありません。 


《修理、アフターサービスに関ずる事項については、本書の「アフターサービスに 
ついて」の項をご覽ください。 


呵 FUJIFILIM 


保記書 


型名 

WP-FXF30 

保証期間 

本体 1年 


お 

客 

様 

ご住所 

□□□ -□□□□ 

お名前 

様 

雨ミ； 

巧日百 


窒 

± 

ば 

店 

住所- 
店名 

印 

雨巧 

ち日百 


お買上げ曰 



本書は、本書記載内容で無料修理を行ラことをお約束するものです。修理ご 
依頼の隙には、商品と本書を弊社サービスステーションちしくはお買上げ店 
にご持参ください。 


使いかたのお問い合わせ： 

円 nePix サ tK — トセンター TEL. 0570-00-1060 

月〜金：日:0日〜17:40、± :1ひ□日〜17:00、曰-祝曰.年末年始を除く 


修理のお問い合わせ： 

東京サービスステーション TEL 03-343 日-131已 
大阪サービスステーション TEL 0日-6260 -09 1已 
月〜金： 9:□日〜17:40 ± :10:□日〜17:00、日-祝曰-年末年始を除く 


※ 全国のサービスステーションのご案內は、本書の「アフターサービスについて」 
をご覽ください。 


This warranty is valid only in JAPAN. 


冨±写富フイルム株式会社 

干] 06-8 巨20東京都港区西麻布 2-26-30 


FUJI PHOTO FILM CO.,LTD. 

26-30, Nishiazabu 2-chome, Minato-ku, Tokyo 106-8620, Japan 


Printed in China FPT/Y-608110-PY 













